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目 次 

【Ⅰ】総括研究報告書    

    消防救急車の代替搬送手段における病院救急車の活用に資する研究    ・・・・１ 

 伊藤 重彦 

 

【Ⅱ】分担研究報告書 

１．転院搬送における病院救急車の積極的活用に係る課題と解決策に関する研究      ・・ 13 

 伊藤 重彦、福地 靖範 

 

２．転院搬送に病院救急車を活用するための課題の抽出と解決策の検討         ・・・23 

 辻 友篤、北小屋 裕 

 

３．病院に属する救急救命士の病院内業務及び患者搬送業務の実態について      ・・・34 

 北小屋 裕、辻 友篤 

 

４．消防機関以外に属する救急救命士の患者等搬送業務におけるメディカルコントロール 

（MC）体制及び救急救命処置範囲に関する研究         ・・・58 

 伊藤 重彦、北小屋 裕、森川 博司、桶舎 典哲、佐藤 英博、酒井賢一郎、竹中ゆかり 

 

５．病院救急車の積極的活用における病院負担及等に関する検討        ・・・73 

 岡本 好司、坂本 喜彦、佐藤 英博 

 

６．都市部における病院救急車の運用に係る課題の整理と解決方略に係る指針の作成・・・82 

 森村 尚登、橋本雄太郎、林 宗博、清水 敬樹、大貫 隆広、問田 千晶 

 

７． 北九州地域における病院救命士が搭乗する病院救急車による患者搬送業務の試験運用・・92 

 坂本 喜彦、斉宮 朋彦、山家 仁、佐藤 英博 

 

【Ⅳ】先行研究報告書 

  転院搬送における病院救命士が搭乗する病院救急車活用に関する調査研究    ・・・96 

 伊藤 重彦 

 研究協力機関  北九州市保健福祉局、 福岡県消防防災指導課 

 

【巻末資料】 

 患者搬送業務における消防機関以外の救急救命士が行う救急救命処置プロトコル（初版）・・101 

 （北九州地域救急業務ＭＣ協議会患者搬送に係る救急救命士に関する検討委員会作成） 

 

 

 

1

13

23

35

55

71

81

91

95

101

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・



�

Ϩ�� ⥲ᣓ研究報告書�

�

� �





 1 

平成 30 年度 厚⽣労働⾏政推進調査事業費補助⾦（厚⽣労働科学特別研究事業）研究 
「消防救急⾞の代替搬送⼿段における病院救急⾞の活⽤に資する研究」 

 
総括研究報告書 

研究代表者 伊藤 重彦 北九州市⽴⼋幡病院 救命救急センター 
 

要旨 
（⽬的）転院搬送における消防救急⾞の適正利⽤を⽬的に、消防救急⾞に代わる患者搬
送⼿段として、病院に属する救急救命⼠（以下、病院救命⼠）が病院救急⾞に搭乗して
患者搬送業務を⾏う、緊急⾛⾏しない緩やかな救急搬送システムの研究を⾏った。 
（⽅法）転院搬送における消防救急⾞以外の代替搬送⼿段として、病院救急⾞の活⽤を
推進するため、７つの分担研究を⾏い、病院救急⾞の活⽤における課題の分析と解決に
向けた検討を⾏った。 
（結果）代替搬送を担う病院救急⾞に搭乗する病院救命⼠が、現場及び患者搬送中の⾞
内で実施できる救急救命処置範囲を地域救急業務メディカルコントロール（MC）協議
会（以下、地域 MC 協議会）のもとで定め、病院救命⼠が搭乗する低緊急患者を対象
とした患者搬送業務において、オンライン MC 体制下の救急救命処置実施体制を構築
した。病院救急⾞の活⽤が進まない病院側の要因として、①運⽤に掛かる経費負担、②
事故等への責任と保障の負担、③患者搬送業務への医師、看護師の出務負担等が挙げら
れた。病院⾞を保有する病院の負担軽減策として、診療報酬上の加算、⾃治体による必
要経費等の⽀援を求める意⾒が多かった。 
（結語）緊急度が低い、病状の安定した患者搬送業務において、消防機関以外の救急救
命⼠が現場及び搬送⾞内で⾏う救急救命処置に対する新たな MC 体制を確⽴した。 
病院救急⾞の活⽤促進には、病院救急⾞を運⽤する病院側負担への⽀援策の検討が急務
である。 
 本研究成果として、働き⽅改⾰の観点から、病院救命⼠の活⽤は患者搬送業務におけ
る医師、看護師の負担を軽減し、消防救急⾞の適正使⽤による消防職員の労働環境改善
にも繋がると考えられた。 

 
 

Ａ．背景・⽬的 
 Ｈ29 年版救急・救助の現況報告による
と、全国の消防救急⾞による転院搬送件
数は総搬送件数の 8.4％（Ｈ28 年中）で
ある 1）。そのため、平成 28 年 3 ⽉、消
防庁次⻑及び厚⽣労働省医政局⻑の連名
により、転院搬送における救急⾞の適正
利⽤の推進に関する通知が出された２）。
転院搬送においては、消防救急⾞の代替 

 
 
搬送⼿段として、医師、看護師の同乗が
可能で、⼀定程度の医療資機材を積載し 
ている病院救急⾞の活⽤が期待されてい
るが、実際には病院救急⾞を保有する病 
院と特別の関係にある病院や施設間の搬
送、あるいは専⾨治療のための転院搬送
などに限定して活⽤されている。病院救 
急⾞の活⽤が進まない要因としては、病
院救急⾞を運⽤する病院側の負担（⾞両 
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Ƹȸの経費とŐ算Ƶ、医師・看護師同乗
の負担）、患者搬送中の事故や患者急Ɋ
ůの責任と保障等の課題が挙げられる
が、解決策やťƭはŲされていない。 
そXでŉÚ、転院搬送における消防救急

⾞の適正利⽤を⽬的に、消防救急⾞に代
わる患者搬送⼿段として、病院救命⼠が
病院救急⾞に搭乗して患者搬送業務を⾏
う、緊急⾛⾏しない、緩やかな救急搬送
システムǷ;）の研究を⾏った。患者搬送
中の安全Ƶを確保するため、消防機関に
属する救急救命⼠（以下、消防救命⼠）
以外の救急救命⼠の現場及び患者搬送中
の⾞内で実施する救急救命処置に対し、
地域 MC 協議会による新たな MC 体制を
確⽴するXととした。また、¦デル地đ
で病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞によ
る患者搬送業務のŬĩ運⽤を⾏い、新ö
に消防救急⾞以外の代替搬送⼿段を活⽤
したいと考える地域のŚ考となるような
ťƭをŗ成するXととした。⽬Ȼǩ成に
必要なŁ⽬を表;にŲす。 

表;．⽬Ȼȓǩに必要なŁ⽬ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本研究成果により、消防機関以外に属
する救急救命⼠の活ɨの場をȂăすると
同ůに、医師、看護師の患者搬送業務に
対する負担軽減、転院搬送件数の減Ɠに
よる消防機関職員の負担軽減に繋がるX
とから、国が進める働き改⾰の⼀助にな
るXとが期待される。 

Ƿ;）緊急⾛⾏しない、緩やかな救急搬送
システムとは、地域医師会、地域 MC 協
議会、関係⾏政機関をは\め、地域Ɏ括
��システムに関わる多職Ž、関係Ǭ体
が連ĖするXとにより、消防救急⾞以外
の患者等搬送⾞を地域で有Ķ活⽤する患
者搬送システムをťす。 
 
C．対象・⽅法 

 病院救急⾞の活⽤促進に向けた研究⼿
ƈをư;にŲす。また、本研究の⽬的ǩ
成のために⾏った７つの分担研究内ɭを
表２にŲす。分担研究;では、病院救急
⾞の活⽤促進において解決すsき課題を
関係者間で協議し、新öに消防救急⾞以
外の代替搬送⼿段を活⽤したいと考える
地域のŚ考となるような課題解決に向け
たťƭをŲした。会議におけるē体的な
ŵø内ɭは分担研究報告においてƛしU
解ǁした。分担研究２では、全国政ɿť
定ȉ市消防本ɂを対象に�ン�ート調査
を⾏い、消防救急⾞による転院搬送の実
ǡと病院救急⾞が活⽤できる環境に関す
る調査を⾏った。分担研究=では、全国
の地域医療⽀援病院及び救命救急センタ
ーに�ン�ート調査を⾏い、病院救急⾞
保有医療機関のɐえる課題をǶ出し、解
決策について研究した。分担研究>で
は、MC 体制がʆɗであった病院救命⼠
に対し、全国にǂĒけて地域 MC 協議会
のなかに消防救命⼠以外の医療救護活ȗ
を検討する¸員会を設置し、救急救命処
置実施における新たな MC 体制を構築し
た。分担研究?では、ɃËĦ内の病院を
対象に病院救急⾞運⽤に掛かるē体的な
病院負担について分析を⾏った。分担研
究@では、地域Ɏ括��システムの⼀環
として、病院救急⾞をłʁ急病者の転院
搬送に活⽤しているȍĂȉ内（ʋƥđ、
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⼋Êš市）のǂ進事ʀをūř研究し、さ
らに 100 ə以上Ʈĸのȉ市ɂ病院におけ
る病院救急⾞の活⽤状況について、調査
研究した。分担研究７では、;から  の
分担研究成果として、北九州地域を¦デ
ル地đとして、病院救命⼠が搭乗する病
院救急⾞による患者搬送業務のŬĩ運⽤
を⾏った。本研究が⽬ťす�ールは、転
院搬送における消防救急⾞以外の代替搬
送⼿段として、病院救命⼠が搭乗する病
院救急⾞の活⽤を全国にɀ及さ_るXと
である。 
 
D．結果 
以下、それaれの分担研究の結果のÝɹ
を解ǁする。 
（分担研究１） 
転院搬送における病院救急車の積極的活
用に係る課題と解決策に関する研究 
 �29 年中の消防救急⾞による転院搬送
件数がɦ �3 ə 4 ǃ件である現状におい
て、病院救急⾞を保有する病院による病
院救急⾞の活⽤促進は、重要施策として
µ置gけられてきた。本分担研究におい
ては、地域Ɏ括��システムにおけるł
ʁ者対策の⼀環として、消防救急⾞の代
替搬送⼿段として病院救急⾞の活⽤に関
する課題、中でも活⽤が進まない要因に
ついて関係者間で検討し、さらに政ɿť
定ȉ市を¦デルとする病院救命⼠が搭乗
する病院救急⾞を活⽤する新しい患者搬
送システムについて協議した。 
全国的に病院⾞の活⽤が進まない要因の

⼀つが、病院救急⾞を運⽤する医療機関
にはメ©�トがƓなU、運⽤経費や£ン
�ーの負担がǤきいXとである。また
現状では、搬送中の事故や患者急Ɋůの
トラ ルの責任が病院救急⾞を保有する
医療機関にõ属するXともɤ題である。 

病院救急⾞の地域活⽤のǂ進事ʀとし
て、ȍĂȉ⼋Êš市のłʁ者救急医療体
制Ļ域連ɳ会�⼋ł連�による患者搬送⽀
援システム=）があるが、地域で病院⾞を
Ą⽤する場ń、⾏政等の⽀援がなU、ß
病院の⾃ź的運⽤に期待するĕで活⽤を
促進していUXとはŊȠである（ư２）。 
 病院救急⾞による⼀Ȳ的な搬送ĕǡと
して、⾃院へž診ɘはȣ院する患者搬送
（Ĝえ搬送）と⾃院から転院する患者搬
送（送り搬送）があるが、本研究では、
緊急度が低い、ɘは病状がȵá的安定し
た患者を搬送対象とし、搬送患者の病状
や緊急度がƃ分確ȥ出ɱる、Ȣňからɜ
に連ĖしているいUつかの診療ƋといU
つかの×護施設を搬送ĪとするĜえ搬送
を積ċ的に⾏うXととした（ư=）。検討
会議では、Xのような搬送ĕǡでß病院
が保有する病院救急⾞を運⽤するXとに
ついて協議を進めた。地域医師会、病院
救急⾞を運⽤する病院⻑との検討会議を
２Ú（2018.10.9、2019.1.29）⾏い、病
院救急⾞を運⽤する病院側の負担と解決
策について検討した。また、地域 MC 協
議会にƋ属する MC 医師と消防職員との
協議を２Ú（2018.8.2、10.3）⾏い、病
院救命⼠、ɝ間救命⼠の救急救命処置範
囲とŎ研ƀ制度ついて協議した。 
 転院搬送における病院救急⾞の活⽤促

進においては、病院救急⾞を運⽤する医
療機関の負担をできるcけ軽減するXと
が重要で、病院救急⾞を利⽤する患者搬
送業務への診療報酬上の加算、あるいは
⾃治体による必要経費等の⽀援が必要で
ある。 
 
（分担研究2） 
転院搬送に病院救急車を活用するための
課題の抽出と解決策の検討 
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 転院搬送における消防救急⾞の適正利
⽤が求められている。ǂ⾏研究「転院搬
送における病院救命⼠が搭乗する病院救
急⾞活⽤に関する調査研究」で報告して
いるが、�2� 年中のɃËĦ下消防救急⾞
による総搬送件数にǄめる転院搬送件数
は 9.4％で、うdƐ病程度軽Ɨʀ �、医
師が同乗しなかった搬送ʀは 24�であっ
た。Xのような事²は消防救急⾞に代わ
り、ć¿・研ƀをうけた病院救命⼠が搭
乗する病院救急⾞による搬送がƃ分可能
である。 
 本分担研究では、消防救急⾞による転
院搬送の実ǡ調査から、転院搬送におけ
る病院救急⾞活⽤の課題と解決策及びŉ
Ĳ必要な施策を検討した。全国の政ɿť
定ȉ市の消防本ɂに対して、転院搬送の
実Ƣ、消防機関と関係機関との協議経Ö
について�ン�ート調査を実施した。	
また、ƪȝǆĦƖȟ地đの救急医療機関
の救急担ȏ医師に対して、病院救急⾞に
よる転院搬送の現状と課題、解決策につ
いてɇきŻり調査を⾏った。	
（１）政令指定都市消防本部に対するアン

ケート調査	

政令指定都市の20消防本部に対してア

ンケートを実施し、17消防本部から回答を

得た（回答率85％）。医師、看護師が同乗

しない転院搬送が約半数を占めた。この調

査結果から、消防救命士に代わり病院救命

士が搭乗して転院搬送できる事案が多い

ことが容易に想像できる。消防救命士によ

る転院搬送中の救急救命処置の内容も、血

圧測定（71.6％）や血中酸素飽和度測定（7

5.8％）、酸素吸入（75.8％）等が多く、特

定行為実施例は少なかった。分担研究４に

おいて消防救命士以外の行う救急救命処

置に特定行為を含めなかったことの根拠

となる結果である。回答した消防本部にお

ける転院搬送患者の傷病程度は、重症が	

14.8％、中等症が76.8％であった。この

結果は、先行研究「転院搬送における病院

救命士が搭乗する病院救急車活用に関す

る調査研究」で示したＨ27年中福岡県下搬

送事案と同じ傾向であった。全国の消防本

部において入力される転院搬送患者の傷

病程度の項目は、重症と中等症の２者選択

である。このことを考慮すると、消防救急

車による転院搬送が絶対適応となる事案

は約15％と思われる。病院救急車を始めと

する消防救急車以外の患者等搬送車を積

極的に活用できる環境整備（経費負担、事

故補償、運転手を含む人材確保、搭乗救命

士の処置内容の質の担保とＭＣ体制等）が

進めば、消防救急車による転院搬送事案の

多くは他の代替搬送手段でも搬送が可能

である。	

（２）転院搬送の現状と課題に関する救
急医療機関に対するɇきŻり調査	
ƪȝǆĦƖȟ地đの救命救急センター

（1）、救命救急センターかつ地域医療⽀
援病院（3）、地域医療⽀援病院（2）、ȡ
次救急医療機関（1）のĚ７施設の救急
担ȏ者に対し、ß医療機関による転院搬
送の現状と課題解決について意⾒ǻŻを
⾏った。病院救急⾞を保有していても実
運⽤していないɵɪとして、①Ʈ材の確
保、②費⽤負担、③責任ɤ題が挙げられ
た。Xれは、分担研究;の「転院搬送に
おける病院救急⾞の積ċ的活⽤に係る課
題と解決策に関する研究」で挙がった負
担要因と同\であった。消防救急⾞への
同乗òƇは、重Ɨ患者についてはċɾ同
乗しているが、病状の安定した患者には
同乗していない施設がtと�どであっ
た。そのɵɪとしては、救急にĖわる医
師がƓなU、救急⾞に同乗するXとで新
たな救急患者をžけȣれるXとができな
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UなるXとであった。搬送業務への医
師、看護師の負担が、病院救急⾞活⽤が
進まない重要な要因となっていた。 

消防庁と厚⽣労働省の連名で出された、
転院搬送における消防救急⾞の適正利⽤
の推進に関する通知（消防救ǥ34Ń、医政
ȫ0331ǥ48Ń平成28年3⽉31Ȣ通知）から
２年以上が経Öしたが、転院搬送における
消防救急⾞の適正利⽤�イ�ラインへの
対Éには、いまc地域Ōがある。 

ŉĲ、病院救急⾞の活⽤を全国的にɀ
及・促進さ_るためには、ß地域において
関係者間のさらなる協議が必要である。 
また、病院救急⾞活⽤の推進においては、
⾏政による制度の構築、経Œ的・ć¿的⽀
援はƳȷとも必要である。 
 
（分担研究３） 
病院に属する救急救命士（病院救命士）
の病院内業務及び患者搬送業務の実態に
ついて 
本分担研究の⽬的は、働き⽅改⾰の⼀環

として、消防機関に属さない救急救命⼠
の患者搬送業務や院内業務への活⽤がȏ
Þ医療機関の医師・看護師の負担軽減に
及uすĶ果に関する調査・研究である。 
 全国の救命救急センター及び地域医療
⽀援病院 �88 施設を対象に、病院救命⼠
の院内業務及び患者等搬送業務の実ǡに
ついて�ン�ート調査を⾏った。20 施
設（Úȑɷ 44.2％）からÚȑをȚた。 
;）病院救命⼠をı⽤している医療機関 
 Úȑ医療機関のうd、�8 医療機関
（22.�％）が病院救命⼠をı⽤し、ı⽤
Ʈ数は２名以下がȮ数であった。病院救
命⼠のおもな業務内ɭについては、救急
外ɱ・救急病ȎなどƊ療ɂ⾨での業務が
�� 医療機関�4.2��でŏも多U、本研究
の⽬的である病院救急⾞など搬送ɂ⾨で

の業務は 32 医療機関（2.8％）であっ
た。病院救命⼠ı⽤ �8 施設のうd、患
者搬送業務において医師、看護師と⼀ƌ
に病院救急⾞に病院救命⼠が同乗してい
る施設が 3 施設（2％）ある⼀⽅で、
病院救命⼠がǪȜで搬送業務を⾏ってい
る施設は 1� 施設（2�.8％）にとどまっ
た。たcし、消防救急⾞以外の搬送⼿段
として、緊急度が低い病状の安定してい
る患者搬送を病院救命⼠のwで⾏うXと
については、49 施設（84.4％）がŜ成し
た。 
２）病院救命⼠をı⽤していない医療機
関 
救急救命⼠をı⽤していない 202 医療機
関のうd、1�3 医療機関（8�.％）がů
間外救急業務において、看護師がȿǗし
ているとÚȑした。多Uの医療機関は、
救急外ɱ業務、患者搬送業務の補助⽬的
で病院救命⼠をı⽤するXとが、医師、
看護師の負担軽減になると考えていた。 
また、MC 協議会ɘは病院 MC 下で病院
救命⼠が院内で救急救命処置を実施する
Xとについて、19 医療機関（83.％）
がŜ成した。 
 看護師ȿǗがǚUなか、病院救命⼠の
活ɨの場はŉĲ確実にĻがって⾏UとŤ
われる。本研究では、病院救命⼠の現場
及び搬送中の⾞内活ȗに対して、地域K
D協議会によるKD体制を確⽴した。 
ŉĲはß地域において、病院救命⼠の救
急救命処置に対するȽÏ・検ƚシステム
を確⽴していUXとが重要である。 
 
（分担研究４） 
消防機関以外に属する救急救命士の患者
等搬送業務におけるメディカルコントロ
ール（MC）体制及び救急救命処置範囲
に関する研究 
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 本分担研究のテーマは、転院搬送等に
おける消防救急⾞の代替搬送⼿段とし
て、低緊急患者における病院救急⾞を含
む患者等搬送⾞の積極的活⽤である。低
緊急とはいえ、搬送中に⼀定程度の医学
的管理が必要となる場合がある患者であ
る以上、現場及び患者搬送中の⾞内活動
において、搬送患者の病状観察やバイタ
ルサインの測定、急変時に迅速な対応が
実施できるためには、医療従事者が搭乗
する患者搬送形態が望ましい。そこで、
転院搬送業務において、病院に属する医
師、看護師の代わりに、病院救命⼠が搭
乗し⼀定範囲の救急救命処置ができる体
制について検討した。 
現状においては、各地域で定められた

MC 体制下に患者搬送業務を⾏っている
のは消防救命⼠のみで、病院救命⼠や⺠
間事業所に属する救急救命⼠（以下、⺠
間救命⼠）が消防救急⾞以外の患者等搬
送⾞で患者搬送業務を⾏うための MC 体
制は整備されていない。また、いわゆる
病院 MC 体制では、病院救命⼠が実施で
きる救急救命処置範囲を各医療機関がそ
れぞれ独⾃に定めている上、患者急変時
のオンライン MC や事後検証、再研修体
制が整備されていないため、医療救護活
動の質が担保できていない問題があっ
た。そこで、MC 協議会に属する MC 医
師や法律家等を交えて協議を⾏い、地域
MC 協議会において、消防救命⼠以外の
救急救命⼠による患者搬送業務に対する
活動要綱、研修要綱を策定した。また、
地域 MC 協議会が認定する救急救命⼠
（以下、MC 協議会認定救命⼠）制度を
導⼊し、再研修制度、患者等搬送⾞両の
条件等を策定した。消防救急⾞の代替搬
送⼿段として、患者等搬送⾞に搭乗する
消防機関以外の救急救命⼠に対する新た

な MC 体制を確⽴した。 
 
（分担研究５）  
 病院救急車の積極的活用における病院
負担等に関する検討 
 病院救急⾞の活⽤が進まない要因とし
て、病院救急⾞を所有する病院側の負担
が挙げられる。搬送中の事故、搬送患者
急変時の責任の所在、医師、看護師の病
院救急⾞搭乗に伴う⼈件費、⾞両整備、
運⽤に掛かる経費等具体的な負担につい
て、福岡県内の病院に対してアンケート
調査を実施し、病院救急⾞による搬送業
務の採算性や負担軽減策について研究し
た。461 施設に調査を依頼し、171 施設
から回答を得た（回答率 37.1％）。 
病院救急⾞保有は 45 施設（26.3％）、⼀

般病院⾞のみの保有は 90 施設（52.1％）
であった。73.3％の施設で転院搬送時に
医師⼜は看護師が同乗しており、病院救
命⼠の同乗は 1.5％に過ぎなかった。 
搬送中の事故等の責任については、⾃院
と他院の間の搬送中の事故では、78.9％
の施設が病院⾞保有施設が責任を担うべ
きであると回答した。⼀⽅、病院⾞保有
施設と関係ない病院・施設間搬送中に発
⽣した事故責任は、病院⾞保有施設
20.5％、搬送元・搬送先施設 28.7％、⾏
政機関 43.3％と意⾒が分かれた。また、
多くの病院⾞保有施設が、病院⾞の整
備・保険等への年間経費を 10〜20 万と
⾒積もっていた。病院救急⾞を地域が共
有して運⽤するためには、保健福祉主管
部局等⾏政機関において、予算⾯を含め
何らかの⽀援が必要と思われた。 
 
（分担研究６） 
都市部における病院救急車の運用に係る
課題の整理と解決方略に係る指針の作成 
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 ȍĂȉʋƥđと⼋Êš市において、地
域Ǫµで病院救急⾞による患者搬送を⾏
っている医療機関をūřし、運⽤にŪる
経¼、運⽤実ƾと課題について調査し
た。また、Ʈĸ 100 ə以上の政ɿť定ȉ
市の病院を対象に病院救急⾞運⽤の現状
と課題について�ン�ート調査を実施し
た。 
本分担研究においては、ȍĂȉでǂ進運
⽤されている病院救急⾞の地域活⽤を全
国の政ɿť定ȉ市«¡ルのƮĸ地域にお
いてɀ及さ_るための課題と解決策に関
する調査が⽬的である。 
（;）ǂ進事ʀのȽÏ・分析 
 ȍĂȉʋƥđにおいては、ʋƥđŕǧ
療法患者・łʁ者搬送⽀援事業（通ƙ0
かつしかŕǧ医療�¢ート搬送ȣ院シス
テム）は、ɦ 4 əƮのƮĸ地域におい
て運⽤されている。かかりつけ医のȭǭ
で搬送Īから搬送ǂへ患者搬送を¶ɲ、
病院救急⾞をƋ有する 2 医療機関が平Ȣ
ȢČǟに患者搬送を担っている。課題は
利⽤が⾒Ňまれるłʁ者施設からの搬送
¶ɲの減Ɠである。ȍĂȉ⼋Êš市にお
いては、⼋Êšŕǧ療ɰ救急搬送⽀援事
業の⼀環として、ɦ � əƮの地域Ʈĸ
において運⽤されている。消防救急⾞に
代わる搬送⼿段として活⽤件数がǓ加し
ており、2018 年実ƾは �00 件である。
両地域とも、重Ɨ度にÉ\て医師、看護
師が同乗し、救命救急⼠のwによる患者
搬送の適Éは、病院救急⾞を運⽤する病
院に属する医師がȭǭしていた。 
（２）Ʈĸ 100 ə以上ȉ市ɂ運⽤の実Ƣ 
Ʈĸ 100 ə以上の政ɿť定ȉ市の病院

に対して病院救急⾞活⽤の現状と課題に
ついて調査した。�ン�ート対象 1229
施設のうd、��8 施設からÚȑをȚた
（Úȑɷ 4�.4％）。Úȑ施設の 2�.9％が

病院救急⾞を保有しており、運⽤ů間ǟ
は �3.�％が平ȢȢČǟであった。運⽤ĕ
ǡとしては、⾃施設から⾃施設以外の転
院搬送がŏも多U（91.％）、⾃施設以外
から⾃施設への搬送（�9.）、⾃施設以外
から⾃施設以外への搬送（.�％）のƈで
あった。転院搬送における消防救急⾞の
適正利⽤の観点からは、低緊急患者の⾃
施設から⾃施設以外への搬送において病
院救急⾞を活⽤するXとはもd��であ
るが、⾃施設以外から⾃施設への搬送、
とUに連Ėする×護施設や診療Ƌ等の搬
送¶ɲに積ċ的に対ÉしていUXとが重
要である。 
 ȍĂȉʋƥđや⼋Êš市のŬwは全国
にɀ及するまでにはŪっていない。地域
Ɏ括��システムが進x中、患者搬送業
務において病院救急⾞をĄ⽤するために
は、病院救急⾞運⽤に掛かるƎ経費の負
担とɫ算・補助のあり⽅、病院救急⾞保
有施設と関係ない施設間搬送にȬう事故
等への保障のあり⽅など、国や地⽅⾃治
体が検討していUsき課題は多い。 
 
（分担研究７） 
北九州地域における病院救命士が搭乗す
る病院救急車による患者搬送業務の試験
運用 
 北九州地域 MC 協議会がƋìする地域
において、病院救命⼠をı⽤している=
つの医療機関（い^れも MC 協議会施
設）がŚ加し、病院救命⼠が搭乗する病
院救急⾞による患者搬送のŬĩ運⽤を⾏
った。Ŭĩ運⽤期間は平成 30 年 11 ⽉ 1
Ȣから平成 31 年 2 ⽉ 28 Ȣまでの>¯⽉
間で、運⽤ů間ǟは平ȢȢČǟとした。
Ŭĩ運⽤にŚ加した病院救命⼠は、MC
協議会が定めるƋ定の研ƀをƀɺし、
MC 協議会からȥ定された病院救命⼠ 14
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名である。すsての搬送事²において、
分担研究>の成果Ʉである MC 協議会Ȓ
⼀の搬送÷ʄ、救急救命処置÷ʄを⽤
い、すsての搬送事²に対して、MC 協
議会医師による事Ĳ検ƚを⾏った。 
（;）搬送患者の内ɧ 
 Ŭĩ運⽤期間 4 ¯⽉間の搬送件数は 4
件である。すsての事²が病院救急⾞で
Ǜの場ƋへĜえに⾏った転院搬送（Ĝえ
搬送）の事²であり、⾃院からǛ院等へ
の転院搬送（送り搬送）はñまれていな
い。Ŵ患の内ɧは、内因Ƶ 4� 件、外因
Ƶ 1� 件である。搬送患者の年ʁ構成は
�� ő以上のłʁ者が 4 件（�1.8％）と
多U、� őɛɚの搬送はわ^か � 件であ
った。運⽤ĕǡは、病院から病院への搬
送が �4 件で、うdɦ 30％がɟƔ診療Ƌ
からの搬送¶ɲであった。施設から病院
への搬送は 10 件であった。搬送中の救
急救命処置は、�ルスオ�シメーターǏ
Ǵとğ°ǖ定など搬送患者の病状観řに
対して実施した処置がtと�どであっ
た。オンライン MC によるťș・助ĭを
必要とする救急救命処置実施事²は、低
ŝǊÍに対するŝǊȋɬ（10 ʊ�分）の
;ʀのwであった。��ターカーや消防
救急⾞要ƻが必要となる患者急Ɋ事ʀは
なかった。本研究⽬的の⼀つが、病院救
命⼠がǪȜで搭乗する患者搬送システム
の安全Ƶの検ƚである。そのため、搬送
対象はȵá的病状が安定した低緊急患者
としていた。実際の運⽤で、搬送¶ɲĪ
の緊急度ȭǭにɤ題はなかった。  
病院からの¶ɲにȵs、施設からの¶ɲ

がƓなかった要因として、搬送患者の緊
急度ȭǭを施設で⾏う事がȠしかった可
能ƵがŲŋされた。 
 別Łのǂ⾏研究で報告しているよう
に、北九州市内医療機関の病院救急⾞運

⽤実ƾの多Uは、⾃院からǛの病院への
転院搬送であった。4 ¯⽉間の運⽤実ƾ
は 4 件であったが、病院救命⼠が搭乗
する病院救急⾞による患者搬送におい
て、Ǜの病院やɟƔ診療Ƌ、あるいは施
設から⾃院への搬送事²を分析・ȽÏで
きたXとは、本研究成果として有⽤であ
った。また、Ŭĩ運⽤を通して、分担研
究>の成果である、病院救命⼠の患者搬
送業務における新しい MC 体制の安全Ƶ
と有⽤Ƶが確ȥされた。 
 
E．考ř 
 ǽłʁŷ会にȣったȢ本において、急
病で医療機関へž診や搬送が必要となる
łʁ者はŉĲÆ1Ǔ加する。⼀⽅で、緊
急度やƐ病程度にかかわら^、ž診、搬
送⼿段がないために消防救急⾞を利⽤_
ZるをȚない現状がある。現ŕ、医療機
関へのž診、搬送を必要とする場ńのス
ト«��§ーをơȸした患者搬送⼿段と
しては、①消防救急⾞、②病院が保有す
る病院救急⾞、③ɝ間事業Ƌが保有する
患者等搬送⾞がある。本研究の調査結果
として、消防救急⾞による転院搬送事²
のなかには、医師、看護師の同乗を必要
としない、病状が安定した患者搬送が多
いXとがȭった。消防救急⾞の適正利⽤
の観点から、地域医師会、地域 MC 協議
会及びłʁ利⽤者が多い×護施設等が連
Ėして、消防救急⾞以外の搬送⼿段を活
⽤していUXとが重要である。本研究成
果として、消防機関以外の救急救命⼠に
対する新たな MC 体制を構築した。いま
までʆɗであった「いわ|る病院 MC 体
制」から、病院救命⼠の患者搬送業務に
おける救急救命処置範囲を地域 MC 協議
会がē体的に定めた意ùはǤきい。    
また、オンライン MC 下で現場及び搬送
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⾞内活ȗが可能となり、⼀定程度医学的
ìɵが必要な低緊急患者の転院搬送にお
ける安全Ƶが確保された。ŉĲ、消防救
急⾞の代替搬送⼿段として、消防救命⼠
以外の救命⼠が搭乗する患者等搬送⾞の
șȣを検討している地域に対して、運⽤
²の⼀つをȂăできたと考えている。 
 地域Ɏ括��システムにおいては、Ƃ
wéれた地域内で医療や×護がžけられ
る環境Ƹȸが進�でいるが、急病ůに利
⽤できる消防救急⾞以外のž診・搬送⼿
段の検討は進�でいない。Ɍ⾏ŊȠなȜ
Āłʁ者が消防救急⾞以外のž診⼿段を
確保するXとはɭºではない。また、消
防救急⾞をįqtどではない低緊急患者
が利⽤できる搬送⼿段が確保されている
地域はtと�どない。救急安Ƨセンター
事業（:�119）においても、緊急度がł
い場ńに 119 ȴ通報をçƑするシステム
はあるが、低緊急ůの»ȗ⼿段に関する
Ƣ報Ȃăはȿƃ分である。救急⾞をįq
sきかどうかの緊急度、ž診・搬送ǂや
ž診・搬送⼿段について、地域かかりつ
け医にいつでもǍǯできる体制がɵǌ的
である。ư>は、ǹ者等が考える地域Ɏ
括��システムにおける緊急⾛⾏しない
緩やかな患者搬送システムのƒɱǒであ
る。łʁ者がƂwéれた地域内で医療や
×護がžけられるŞǋw、急病ůにもか
かりつけ医にǍǯし、消防救急⾞以外の
搬送⼿段がǇǨできる体制ŗりが必要な
ů期にきている。 
 
 

F．結語 
 病院救急⾞を活⽤した、緊急⾛⾏しな
い患者搬送システムを研究し、緊急度が
低い、病状の安定した患者搬送業務にお
いて、消防機関以外の救急救命⼠が現場
及び搬送⾞内で⾏う救急救命処置に対す
る新たな MC 体制を確⽴した。本研究成
果として、病院救命⼠が搭乗する病院救
急⾞の積ċ的活⽤により、病院職員（医
師、看護師、病院救命⼠等）の労働負担
の平čÍ、及び転院搬送における消防救
急⾞適正利⽤により、消防機関職員の労
働環境改善にも繋がると考えられる。 
 
G．Ã⽤ɆĤ 
;）Ｈ29 年版救急・救助の現況報告
�''$���))).��!�.�#.�$�"�('�%�'#$��&��#
(�#(��29�12�291219��#(�#(�2.$�� 
２）転院搬送における救急⾞の適正利⽤
の推進について $�� 
�''$&���))).��!�.�#.�$� �)&�'('�'&(��&&
�'&�280331��*(34.$�� 
=）Ǹĸ正ĺ/病院救急⾞を利⽤したł
ʁ者搬送⽀援システム（救急のȢシン¢
��ムŀÈスライ�資ɼ 2013 年 9 ⽉）
�''$���))).�(�(&���#��".!�'%#.'#�*#.�$
��%*#��*((�*((��*(�*("#���2��*(�*("#
��.�� �&�&��%*#(�3.$�� 
H．利ÆǍȯ 
Ʃ告すsき利ÆǍȯなし 
Ｈ．ȫ表・ʅɆ 
ȫ表なし、ʅɆなし 
J．�的·�のNÊ6�Å�� 
特になし 
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  ư;．病院救急⾞の活⽤促進に向けた研究⼿ƈ 
 
  表２．７つの分担研究の内ɭ 
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ư２．⼋Êš市łʁ者救急医療体制Ļ域連ɳ会�⼋ł連� の患者搬送⽀援システム（ȍĂȉ） 
（出Ȇ/Ǹĸ正ĺ/病院救急⾞を利⽤したłʁ者搬送⽀援システム0救急のȢシン¢��ムŀÈ資ɼ 2013） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ư=．政ɿť定ȉ市における、病院救急⾞による患者搬送⽀援システム²（研究¦デル） 
（9⾃院からの転院搬送（送り搬送）ではなU、Ǜの場Ƌからの搬送žȣれ（Ĝえ搬送）を積ċ的に 
⾏うシステムをǌ定している） 
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 ư>．地域Ɏ括��システムにおける、緊急⾛⾏しない緩やかな救急搬送システムのƒɱǒ 
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平成 30 年度 厚⽣労働⾏政推進調査事業費補助⾦（厚⽣労働科学特別研究事業）研究 
「消防救急⾞の代替搬送⼿段における病院救急⾞の活⽤に資する研究」 

研究代表者 伊藤 重彦 北九州市⽴⼋幡病院 救命救急センター 
 

分担研究報告書 
転院搬送における病院救急⾞の積極的活⽤に係る課題と解決策に関する研究 

 
（研究分担者） 伊藤 重彦 北九州市⽴⼋幡病院 院⻑ 救命救急センター 統括  
(研究協⼒者) 福地 靖範 北九州市医師会 救急担当理事  

 
要旨 

（⽬的）救急需要が増加する中、転院搬送等において消防救急⾞の代替搬送⼿段である
病院救急⾞の活⽤が進まない要因について検討した。また、積極的活⽤に際しての課題
を抽出し、関係者間で解決策と合意形成に向けた協議を⾏った。（⽅法）２つの会議体
において、①消防機関以外に属する救急救命⼠のメディカルコントロール（MC）体制
及び患者等搬送業務における救急救命処置範囲について、②消防救急⾞の代替搬送⼿段
における病院救急⾞活⽤における病院負担等について協議した。（結果）北九州地域
MC 協議会において、消防機関以外に属する救急救命⼠の患者搬送業務における MC
体制を構築した。病院救急⾞活⽤において、①患者搬送中の事故やトラブル時の責任の
所在、②同乗する医師、看護師の負担増、③運転⼿確保が困難、④病院救急⾞の整備及
び積載資機材に係る費⽤などが、病院側の負担要因であった。（結語）病院救命⼠が搭
乗する病院救急⾞は、消防救急⾞の代替搬送⼿段の⼀つとして有⽤である。働き⽅改⾰
の⼀環として、医師・看護師の負担軽減、救急搬送件数抑制による救急隊員の負担軽減
になると考えられる。 
 
 
Ａ．背景と⽬的 
 超⾼齢社会の⽇本において、⾼齢化進
展に伴う救急搬送件数の増加は⼤きな課
題である。また、消防救急⾞によるＨ29
年中の転院搬送件数は 53 万 4072 件 
（総搬送件数の 8.4％）で、前年度より
約 12,408 件（総搬送件数の 0.2％）増加
している１）。転院搬送等における消防救
急⾞に代わる搬送⼿段の検討は喫緊の課
題である。代替搬送⼿段としては、病院
が保有する病院救急⾞や⺠間事業所が保
有する患者等搬送⾞があるが、病院救急
⾞は、患者の病態に応じた医師、看護師 

 
の同乗や緊急⾞両登録も可能であること 
から、代替搬送⼿段として期待されてい 
る。しかしながら、実際には、病院救急 
⾞の活⽤は、当該病院と特別の関係にあ
る病院や施設間の搬送、専⾨治療のため 
の転院搬送など限定的である。活⽤が進
まない要因として、運⽤する病院側の負
担（採算性やマンパワー）、搬送中の事故
やトラブル時の責任の所在が不明瞭であ
る等の課題が挙げられるが、いまだ解決
策や指針は⽰されていない。そこで、転
院搬送における消防救急⾞の適正利⽤の
観点から、地域医師会、救急病院、地域
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メディカルコントロール（MC）協議
会、消防機関等の関係機関において、病
院救急⾞に関する課題を抽出し、解決策
と合意形成に向けた協議を⾏った。  
また、患者等搬送業務における医師や看
護師の負担軽減の観点から、消防機関以
外の救急救命⼠が患者等搬送⾞に同乗
し、緊急度のƇい患者の搬送業務を⾏う
ための救急救命処置範囲についても検討
した。 
 
:．検討事Ą及び⽅法 
以£の２つの会議体により、病院救急⾞

活⽤に係る課題の抽出及び解決策と合意
形成に向けた協議を⾏った（表１）。 
 

 表１．２つの会議体における検討事Ą 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．消防機関以外に属する救急救命⼠の
MC 体制及び患者等搬送業務における救
急救命処置範囲に関する検討会議 
 北九州地域 MC 協議会に属する MC 医
師、消防Ō員、法ǥ¨、研究ƭ員を構成
員とする会議体で協議した。       
 検討事Ąは、おもに ①病院に属する
救急救命⼠（病院救命⼠）、⺠間事業所に
属する救命⼠（⺠間救命⼠）の患者搬送
業務における MC 体制及び救急救命処置
範囲について、②救急ĪƗ⾞以外の搬送
⼿段で搬送する患者の病態、緊急度につ
いて、③搬送患者中のsンラrン MC 体

制及び急ǂ時の消防機関とのǮå等につ
いて協議した。なお、救急救命⼠の救急
救命処置実施É範や要Āは厚⽣労働Ńの
Á¼であるため、本会議のç¬について
は、厚⽣労働ŃとŊ報Õ有した。 
２．消防救急⾞の代替搬送⼿段における
病院救急⾞活⽤に係る検討会議 
 病院救急⾞の積極的活⽤における課題
抽出及び解決策と合意形成に向けた協議
を⾏うために、地域医師会、地域 MC 協
議会、Ĥò運⽤に協⼒する病院⾞を保有
する病院、⾼齢者福Ģ協議会、⾏政機関
（保ì福ĢƼÚ、消防機関）、研究ƭを構
成員とする会議体で協議した。   
 病院救急⾞活⽤における検討事Ąは、
おもに①病院負担（事故ƨ⽣、患者急ǂ
等の責任、搬送に¸かるŀç費、医師・
看護師負担）、②Ő療報ĸŇのメ�}ト、
③病院救急⾞の積極的活⽤に関する地域
Ĺ⺠、護施設等aのƺ及・âƨについ
て協議した。 
 
;．結果 
 ２つの会議体のおもな協議結果、関係
者間の合意ƝǞについて解Ţする。à体
的なĬËƝǞは、別ģ資Ǩに⽰した。 
１．消防機関以外に属する救急救命⼠の
MC 体制及び搬送業務活Ɨにおける救急
救命処置範囲に関する検討会議 
 �15 年以ăにťĈ´地で設置が進oだ
MC 体制は、消防機関に属する救急救命
⼠（以£、消防救命⼠）の救急救命処置
にűする指⽰・助ö体制である。 
本研究における病院救命⼠や⺠間救命⼠
の患者搬送業務はいまだ MC 体制が確⽴
されていないため、病院救急⾞や⺠間救
急⾞に搭乗する救急救命⼠にűする MC
協議会のǚ¹と当該救命⼠が実施できる
救急救命処置範囲について協議した。 
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会議において、①MC 協議会のŎたな負
担、②Č研Ķ、事ù検ń及びsンラrン
MC 体制が確⽴されていない消防救命⼠
以外の救命⼠が⾏う救急救命処置のĬの
Ʒ¥、③患者搬送中のsンラrン MC 体
制の確保が課題であった。 
 協議の結果、関係者間で以£のような
合意をƚた。 
①北九州地域 MC 協議会のなかに、消防
救命⼠以外の救急救命⼠の活Ɨを協議す
る�員会をŎたに設置する。 
②ŇÊ救命⼠による患者搬送業務で実施
できる救急救命処置範囲を地域 MC 協議
会で定める。 
③救急救命処置のĬを担保するため、消
防救命⼠と同ǟに、病院実ķ等のČ研Ķ
カ�u�ラ�を定め、Č研ĶのŹ成度を
MC 協議会でƷ¥する。 
④搬送患者の急な病ŋǂ化に適Šにű応
できるように、MC 医師による指ƙ・助
ö体制（sンラrン MC 体制）を確保す
る。 
Ƕ統⼀した活ƗÊ録Ƶ、病院実ķƷ¥表
を整備し、MC 医師による事ù検ńを⾏
う。 
Ƿ⺠間救急⾞については、⾞両設備とÕ
に、救急救命処置が実施できるための資
機材の積載、sンラrン MC 体制にű応
できるためのƆō設備を確保する。 
 本会議で合意した事ĄのŅĎは、分担
研究「消防機関以外に属する救急救命⼠
の患者搬送業務における MC 協議会のǚ
¹及び救急救命処置範囲に関する研究」
において解Ţする。 
２．消防救急⾞の代替搬送⼿段における
病院救急⾞活⽤に係る検討会議 
 病院救急⾞を保有する病院側の負担要
因として、①患者搬送中の事故やトラブ
ル時の責任の所在がǱǎ、②搬送業務に

űする医師、看護師の負担増、③病院救
急⾞専⽤の運転⼿の確保、④病院救急⾞
の整備及び積載資機材に係る費⽤、Ƕ病
院救急⾞活⽤にűするŐ療報ĸŇのメ�
}トについて協議した。 
①患者搬送中の事故やトラブルは、õŋ
では病院救急⾞を保有する医療機関の責
任となる。Ĥò運⽤のűņ患者は、Ůの
ŉ所からĪ院aĳŐǏはƠ院する患者、
Ī院からŮのŉ所a転院する患者に限定
した。また、搬送óは搬送患者の緊急度
がĺ分Ƥ�できるƺ段からǑにǮåして
いる護施設やŐ療所とした。 
②緊急度のƇい患者、病ŋの�定してい
る患者は病院救命⼠のdが搭乗して搬送
可能であり、搬送業務aの医師、看護師
出務の負担を軽減できる。 
③運転⼿確保は、難しいǘ題であるが、
病院救命⼠２ǔ体制で搬送業務を⾏える
病院では１œが運転業務をí任できる。 
④⾞両整備及び積載資機材に係る費⽤
は、病院負担であるため、搬送業務に¸
かるŀç費をğ¡する体制がƴ要であ
る。 
ǶõŋのŐ療報ĸ加算は、病院救命⼠が
病院救急⾞に搭乗し、Ī院以外のŮのŉ
所からĪ院ǏはŮのŉ所a患者搬送を⾏
ったŉ合（Ī院からの転院搬送はűņ
外）、当該救命⼠にƴ要な指⽰を出した医
師が属する医療機関は、搬送１°につき
救急救命Á理Ǩ 500 点が算定できる。  
 ĉùは、消防救急⾞の搬送ĳƠれでは
Ʒ¥されている看護ƴ要度を、病院救急
⾞による搬送ĳƠれでもƷ¥されること
をÆǊする意ñがůかった。 
 
<．考Ė 
 地域ǆ括wpyz~�において、⾼齢
急病者がĹd¾れた¨のÝJの病院、Ő
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療所、護施設で医療や護がĳけられ
る体制Ĕりは重要な課題である。本研究
では、急を要さない、緊急度のƇい患者
ǏはƜÓ⽣活でĳŐ⼿段がない急病者等
űして、消防救急⾞に代わる搬送⼿段と
して、救急救命⼠が搭乗した病院救急⾞
による患者搬送yz~�に関する検討を
⾏った。⼀Ʈの護、福Ģタvyーで搬
送するƱ緊急患者とは�なり、Ƈ緊急患
者を病院救急⾞で搬送する際は、急ǂ時
にŔŬにű応できるセー�~ィ�}トが
ƴ要である。その⼀ǚを担うのが、病院
救急⾞に搭乗して患者搬送業務を⾏う病
院救命⼠である。病院救命⼠を活⽤する
意Ìは⼤きJ、働き⽅改⾰の⼀環とし
て、医師・看護師の負担軽減、消防救急
⾞の搬送件数抑制による救急隊員の負担
軽減において有⽤である。⼀⽅で、当該
救命⼠が搬送中患者の観Ėや�rタルū
定、病態ǂ化にű応する救急救命処置を
sンラrン MC £で⾏える体制の整備は
いまだ不ĺ分である。 
 本研究では、消防機関以外に属する救
急救命⼠活Ɨに係る課題を検討し、地域
MC 協議会のもとで、患者搬送中に適Š
な救急救命処置が実施できる環×を整備
した。また、病院救命⼠が搭乗する病院
救急⾞の�ť性を検ńする⽬的で、北九
州市Ɲにおいて実ń検ńを⾏った。ŅĎ
は分担研究で報告されている。 

 ĉùも検討すbき課題はĚっている
が、病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞
は、消防救急⾞の代替搬送⼿段の⼀つと
して有⽤である。 
 
=．結語 
 消防救急⾞の代替搬送⼿段として、病
院救急⾞の活⽤における課題と解決策に
ついて検討した。また、北九州地域 MC
協議会において、消防機関以外に属する
救急救命⼠の患者搬送業務における MC
体制を構築した。ĉù、緊急度のƇい患
者の転院搬送等においては、病院救命⼠
が搭乗する病院救急⾞の積極的な活⽤が
ťĈにおいてƺ及することを期待する。 
 
>．�⽤ƿï 
１）平成 30 年Ƭ救急救助のõØǸ救急ǃ 
�((%'���***.��"�.�$.�%�%)�!���(�$#�&�'�
)���(�"'�   ���30�01� +) +).%�� 
 
?．利 Ŧƪ 
利 Ŧƪに関する事Ąなし 
 
Ｈ．ƨ表 
ƨ表なし 
 
A．ż的ēĘの出Å・登録ŋØ 
特になし

 
（İī）検討会議にNė加ƅき、N協⼒ƅきました⽅0a、úǬŏしŇげます  
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別ģ資Ǩ 

 ´検討会議�員からでたà体的なĬǘ・Ëǘにűする関係者間の協議結果と解決策に
向けた意ñ、合意ƝǞ等をä載する 
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平成 30 年度厚⽣労働⾏政推進調査事業費補助⾦（厚⽣労働科学特別研究事業）研究 
「消防救急⾞の代替搬送⼿段における病院救急⾞の活⽤に資する研究」 
研究代表者 伊藤 重彦  北九州市⽴⼋幡病院 救命救急センター 

 
分担研究報告書 

転院搬送に病院救急車を活用するための課題の抽出と解決策の検討	

(研究分担者)		 辻	 友篤			東海大学医学部外科学系救命救急医学	 講師	

北小屋	 裕	京都橘大学	 救急救命学科	 助教	

	

要旨	

(目的)超高齢社会に伴い、救急搬送件数が増加している。消防救急車の活動は救急

現場からの搬送のみならず、病院間の搬送にも活用されており、病院間の転院搬送

の数も多い。その中には決して適切な利用とはいえないものもあり、本来の救急業

務に支障が出てくる恐れがある。転院搬送の実態から、転院搬送における病院救急

車活用の課題と解決策、今後について研究する	

(方法)1.全国の政令指定都市の消防本部に対し、転院搬送の現状、消防機関と関係

機関との協議の進捗と解決策に関する事項、についてのアンケートを実施した。	 	

2.医療機関の救急担当医師へ病院救急車による転院搬送の現状と課題、解決策につ

いて意見聴取を実施した。	

(結果)少なからず緊急性の低い患者の転院搬送が依然としてあった。また半数近く

は医師・看護師の同乗がない状況で、転院搬送が行われていた。協議会や検討会の

開催は 58.8％にとどまるものの、ルールの策定は 76.5％、転院搬送依頼書の運用は

70％が行われていた。いまだ対応が十分ではない地域があり、地域間の差を認めた。

医療機関側としては、病院救急車を有していても実運用がなされておらず、その理

由として①人材の確保、②費用負担、③責任問題、が挙げられた。	

(考察)病院救急車の活用には行政による経済的・教育的支援が必要である。まず法

的な医療機関や救急医療機関等での病院救急車の運用に関する指針づくりが必要で

ある。また病院救急車であっても消防救急車への同乗であっても搬送中に医師・看

護師が同乗することは一時的に搬送元病院内の医療スタッフの削減につながること

から転院搬送は搬送元医療機関の責任であることを前提に、医師・看護師の同乗が

地域の救急医療体制に影響を及ぼす可能性がある場合は、重症度や医療介入度の低

い患者の転院搬送にあたっては、院内救命士の活用なども検討するべきと思われる。	

(結論)転院搬送における救急車の適正利用のガイドラインへの対応はまだ地域差が

あり、地域内でさらなる検討が必要である一方で、病院救急車の活用を推進するた

めには行政による制度構築、経済的・教育的支援が必要である。	

 
Ａ．研究目的 
超高齢社会に伴い、救急搬送件数が

増加している。消防救急車の活動は、

救急現場からの搬送のみならず、病院

間の搬送にも活用されており、その中

には決して適切な利用とはいえないも
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のもある。そのため本来の救急業務に

支障が出てくる恐れがあることから、

総務省消防庁と厚生労働省は、転院搬

送における消防救急車の適正利用を求

め、平成28年3月31日に通知を発出した

（消防救第34号、医政発0331第48号平

成28年3月31日通知）。H27年中の福岡

県の消防救急車による総搬送件数に占

める転院搬送件数は9.4％で、うち傷病

程度軽症例6%、医師が同乗しなかった

搬送例24%である。このような事案は病

院救急車による代替搬送が可能といえ

る。全国の政令指定都市消防本部にお

ける転院搬送の実態から、転院搬送に

おける病院救急車活用の課題と解決策、

今後について研究する。また地域医療

機関の医師との協議おいて、救急病院

から見た課題について言及する。	

	

Ｂ．研究方法	

以下の2つの項目について検討を行

った。	

1.全国の政令指定都市の消防本部に対

し、Ⅰ．各地域における転院搬送の現

状に関する事項、Ⅱ．消防機関と関係

機関との協議の進捗と解決策に関する

事項、についてのアンケート（資料１）

を実施した。	

2.神奈川県湘南地区の救命救急センタ

ー、地域医療支援病院、その他の二次

救急医療機関の救急担当医師と病院救

急車による転院搬送の現状と課題、解

決策について意見聴取を行った。	

	

Ｃ．研究結果	

1.消防本部へのアンケートについて	

政令指定都市の20消防本部に対して

アンケートを実施し、17消防本部から

回答（回答率85％）を得た。	

回答が得られた消防本部の背景につ

いて表１に示す。各消防本部が所有す

る車両台数の平均は46.4台（中央値:

	 29、最大:259、最小:18）であった。

転院搬送件数は平均8,021件（中央値：

5,472、最大:44,647、最小:2,447）、

車両あたりの転院搬送数は172.3件（中

央値:172.4、最大:252.2、最小:114.6）

であった。医師・看護師を同乗した搬

送割合は平均47.6％、病院職員の同乗

はほとんどの消防でデータがなかった

が、病院職員を加えても47.9％、同乗

なしは48.8％であった（図１）。搬送

した患者の重症度は、重症が14.8％、

中等症が76.9％、軽症が8.0％、その他

が0.1％と中等症の患者が最も多かっ

た（図２）。搬送理由については、専

門医療機関転送が最も多かったが、緊

急性に乏しい転送も平均4％程度認め

た（図3）。搬送中の救急救命処置につ

いては、データがなかった２消防を除

いてはほとんど行われていた（図4）。

救急救命処置の内容については、血圧

測定（71.6％）や血中酸素飽和度測定

（75.8％）、酸素吸入（75.8％）が多

く実施されている一方、特定行為につ

いては少なかった（表2）。	 転院搬送

適正化に向けた消防機関と関係機関と

の協議・検討会等開催されている地域

は10（55.8％）、開催されていない地

域は7（41.2％）と半数以上が開催され

ていた（図5）。転院搬送依頼書の運用

状況については、管轄地域全体で運用

中は10消防（58.8％）、一部医療機関

と個別に調整し運用しているのは2消

防（11.8％）、運用予定で検討中であ

るのは1消防（5.9％）、今のところ運

用予定なしなのは4消防（23.5％）で多

くの地域で依頼書が運用されていた

（図6）。転院搬送に関するルールを定

めているかについてはすでにルールが
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定められいるŻ所は13（76.5％）、策

定の予定がない4（23.5％）であった（図

7）。病院救急車の活用が進まないÐ題

œについては消防�として答えるŶÜ

ではないという意見がある一方、病院

�のƄƳや|ťư担を指Ĝする意見が

あった。病院救急車の活用を�進する

ための解決法には、行政からの指îを

ĵĀするßやƛǉ・予żのŭ�、Ň

ǎ搬送事業者の活用などの意見がĕ)

られた。	

	

２．医療機関による転院搬送の現状と

課題解決策について	

救命救急センター（1）、救命救急セ

ンターかつ地域医療支援病院（3）、地

域医療支援病院（2）、二次救急医療機

関（1）のƠǥ施ƣの救急担当者に対し、

各医療機関による転院搬送の現状と課

題解決策について意見聴取を行った。

ƵÐの内容のŀƜについては以下に示

す。	

・病院救急車を有しているか、その活

°状況は、Ƴ用は発生するのか	

・転院搬送Įの医師・看護師の同乗に

ついて	

・病院救急車の活用に対する課題	

い/れの医療機関においても病院救

急車は所有していた。しかし１医療機

関（救命救急センター）を除く医療機

関では病院救急車は実運用がなされて

いなかった。�体ťな病院救急車の活

用としては	

・ dZターXーť運用	
・ 状態のƕちŪいた患者の転院搬送
に活用	

・ Ňǎ救急車の代ǉがĐうことので
&ない患者がいるǔに活用	

・ ����ƢƉで活用	
であった。い/れの医療機関において

もすBての施ƣでƳ用は発生していな

かった。病院救急車をŴĿťに活用し

ている医療機関では搬送のため運転ď

をŭ�しており（日中２É÷²、âǎ

Wン\ール）、	

・ 病院救急車を2台�有し、搬送する
Ü合はă/医師を同乗さ0る	

・ 病院救急車が�えないと&に消防
救急車をƜƫしă/医師同乗する	

とルールを策定しなるBく病院救急車

で対Ąする®«をしていた。	

消防に転院搬送を依頼するǔの医師

の同乗は重症患者についてはĿ«同乗

するが、状態のç定していない患者に

ついては同乗していない施ƣがほとん

どであった。その理由として、	

・ 救急にěわる医師が少なく、救急
車に同乗することでĩたな救急患

者をÂけ入れることがで&なくな

る	

ことが意見としてĕがった。	

病院救急車の活用が進まない課題と

して意見が上がったのは、	

・ 運転ďをŭ�しƆけることがÔ
ǖである。	

・ 救命救急センターにはdZター
Xーの運転ďŭ�や整�のƛ

ǉがあるが、救命救急センターで

あっても�ť医療機関や二次救

急医療機関には予żはない。	

・ 病院救急車の活用のfVgVが
なく、�用方法、ĝ�方法、iン

aeン]にƀ通したものがいな

い。	

・ 救急搬送ƥ療料は医師が同乗し
て搬送するÜ合にはż定で&る

が、医師が同乗しないとż定はで

&/、医師もrƷしていることか

ら同乗しない搬送がÝえると病

院�のư担が大&い。	
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・ 事ġのƛ�などƲ�Ð題もある。	
等がßがĕがった。	

	

Ǫ．Ƌë	

転院搬送における救急車の適正利用

のė進について（消防救第34号、医政

発0331第48号平成28年3月31日通知）で

は、転院搬送における救急車の適正利

用のため関係機関ǎで合意þ成をおこ

ない、都ǂû県がđƘť支援のもとY

UdjUンを策定し地域の実ĊにĄ-

ルール化することを�している。YU

djUンでは、消防機関が担う傷病者

を�緊急性のあるもの、�専門医療等

のăƜ性のあるものとし、Ɯƫ�医療

機関があらか-め転院する医療機関を

決定しÂ入れのw解を得ておくこと、

½§としてƜƫ�医療機関の医師¾は

看護師が同乗すること、転院搬送依頼

書を�成すること、とされている。	

	 今回の調Ļでは重症度では一ŀに£

Ĩはで&ないが、少なから/緊急性が

�い患者の転院搬送が依Ŗとしてある

ことが¡かった。また半数ƽくは医

師・看護師の同乗がないまま転院搬送

にƔっていることが¡かった。協議会

や検討会は58.8％にとどまるものの、

ルール策定Ɠ体は76.5％、転院搬送依

頼書の運用については70％あった。い

ま3対Ąが·¡ではない地域があり、

地域ǎのôが認められ、今後転院搬送

の適正な利用についてはğÑの�地は

あるものとƋえられる。	

	 また、病院救急車を有していても、

医療機関ではあまり活用で&ていない

現状がある。この½Óとしては、�|

ķのŭ�、�Ƴ用ư担、�Ʋ�Ð題、

がĕ)られる。ƥ療ÛǆがǑ定ťであ

るうえに、ƛǉ等によるƳ用ť支援

がほとんどないのが大&い。そのため

行政によるƄŏť・ģƐť支援がăƜ

である。地域医療支援病院には法ťに

搬送車をŭ�することが求められてい

るが、運用体¦までは求められていな

い。より利活用するためには、これら

法ťな医療機関や救急医療機関等での

病院救急車の運用に関する指Ǌ7くり

がăƜである。	

	 また病院救急車であっても消防救急

車への同乗であっても搬送中に医師・

看護師が同乗することは一Įťに搬送

�病院内の医療]タ`hの¨Őにつな

がる。転院搬送は搬送�医療機関のƲ

�であることを©Ęに、医師・看護師

の同乗が地域の救急医療体¦にÿǗを

及Dす可能性があるÜ合は、重症度や

医療~入度の�い患者の転院搬送にあ

たっては、院内救命Þの活用なども検

討するB&とąわれる。	

	

ǫ．結ƨ	

消防�及@医療機関�から転院搬送

における現状及@病院救急車の活用状

況についてアンケート及@ƍ&取り調

Ļを実施した。転院搬送における救急

車の適正利用のYUdjUンへの対Ą

はま3地域ôがあり、地域内でさらな

る検討がăƜである一方で、病院救急

車を活用をė進するためには行政によ

る¦度のŁž、Ƅŏť・ģƐť支援が

ăƜである。	

	

�．研究発表	

	1.		ƬĦ発表	 なし	

	2.		æ会発表	 なし	

Ǭ．知ťƱŝłの出Ǜ・Ťǋ状況	

	 	 （予定をËG。）	

	1.		特Ƥ取得	 なし	

	2.		実用ĩ案Ťǋ	 なし	

	3.		その他	 なし 
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表１．背景	

	

	

	
	

	 図１．転院搬送Į同乗の有ŕ	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
図２．重症度	
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	 	 	 	 図3.搬送理由	
	

	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

図4.救急救命処置の有ŕ	
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表2.救急救命処置のƦƃ	
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図5.協議会・検討会の有ŕ	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	 	 	 図6.依頼書の有ŕ	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	 	 	 図7.ルール策定の有ŕ	
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199
救急救命士雇用医療機関

救急救命士非雇用機関

�

図1-1医療機関における救急救命士の雇用状況 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

図1-2 病院全体における病院救命士の雇用人数 

�

図1-3 雇用している病院救命士のおもな所属、部署 
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図1-4 病院救命士の主な業務内容（複数回答） 

 
 
図1-5 病院救命士の患者等搬送業務の内容 

 
 
図1-6 病院救命士に対するメディカルコントロール（MC）体制 
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図1-7 病院救命士の救急救命処置範囲・手順等について 

�

図1-8 現在の時間外の救急外来看護師数の状況について 

 
 
図1-9 現在の看護師数にプラスされて病院救命士が配置された場合、救急外来業務等において、現場の
医師、看護師等の負担軽減になるか 

 

��

��
��

 

�

� 

��

� 

��

� 

�������������
��P�

�����P�P�����
������P�

�������������
��P�P

�� �� ��

�

��

�
 
� 
� 
� 
� 
� 
� 

��������P�P��
�����P���

��������P����
����������

����P

� �� �

��
��

�
 
�
� 
��
� 
��
� 
��

�P��������� ������������
������������

P

�� �� �

-47-



� 
�

図1-10 病院救命士に対して、他の職種の評価について 
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図1-11 病院救命士が院内で救急救命処置を行うこ�について 
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図1-12 緊急度の低い、病状の安定している患者搬送において、医師、看護師に代わり、病院救命士のみ
で病院救急車に搭乗し、搬送することについて 
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図2-1 現在の時間外の救急外来看護師数の充実度について 

�

 
図2－2 救急外来業務、患者搬送業務を補助するため、病院救命士を雇用することについて 
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図2-3 現在の看護師数にプラスされて病院救命士が配置された場合、救急外来業務等において、 
現場の医師、看護師等の負担軽減について 
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図2-4 病院救命士が病院内で救急救命処置を行う事に賛成ですか 
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図2-5 病院救命士の院内業務として、どのような業務を補助または実施できることに期待されますか。 
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図2-6 緊急度の低い、病状の安定している患者搬送において、医師、看護師に代わり、病院救命士のみ
で病院救急車に搭乗し、患者搬送することについて 
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平成 30 年度 厚⽣労働⾏政推進調査事業費補助⾦（厚⽣労働科学特別研究事業）研究 
「消防救急⾞の代替搬送⼿段における病院救急⾞の活⽤に資する研究」 

研究代表者 伊藤 重彦 北九州市⽴⼋幡病院 救命救急センター 
 

分担研究報告書 
消防機関以外に属する救急救命⼠の患者等搬送業務におけるメディカルコント
ロール（MC）体制及び救急救命処置範囲に関する研究 
 
(研究分担者) 伊藤 重彦 北九州市⽴⼋幡病院 院⻑ 救命救急センター統括 

北⼩屋 裕 京都橘⼤学 救急救命学科	助教 
（研究協⼒者） 森川 博司 ⼀般財団法⼈ 救急振興財団 救急救命九州研修所 所⻑ 
        桶舎 典哲 ⾸都⼤学東京 法学部 教授 

佐藤 英博 ⼾畑共⽴病院 副院⻑ 救急総合診療部⻑   
酒井 賢⼀郎 JCHO 九州病院 総合診療部⻑  
⽵中ゆかり ⼀般財団法⼈ 救急振興財団 救急救命九州研修所 教授 
⽥邉 晴⼭ ⼀般財団法⼈ 救急振興財団 救急救命東京研修所 教授 
 

要旨 
（⽬的）消防機関以外に属する救急救命⼠の患者搬送業務における、メディカルコン

トロール（MC）体制及び現場及び搭乗中の⾞内で実施する救急救命処置範囲に関する
研究を⾏った。（⽅法）病院に属する救急救命⼠（以下、病院救命⼠）が搭乗する病院
救急⾞、⺠間事業所に属する救急救命⼠（以下、⺠間救命⼠）が搭乗する⺠間救急⾞に
よる患者搬送業務の安全性を確保するため、オンライン MC 下の救急救命処置の実施
及び処置⾏為等技術⼒を維持するための再研修制度について、関係者間で協議した。 
（結果）北九州地域 MC 協議会の協⼒のもと、病院救命⼠、⺠間救命⼠の患者搬送業

務における活動要綱、研修要綱を策定した。また、地域 MC 協議会が認定する救急救
命⼠（以下、MC 認定救命⼠）制度を導⼊し、再研修制度、患者等搬送⾞両の条件等を
策定した。（結語）消防救急⾞の代替搬送⼿段として、患者等搬送⾞に搭乗する消防機
関以外の救急救命⼠に対する MC 体制を確⽴した。 
 
 
Ａ．背景と⽬的 
 超⾼齢社会において、消防機関による
救急搬送件数は毎年増加している。救急
需要に応じた消防救急⾞の増強が様々な
理由で困難な状況下では、低緊急⼜は⾮
緊急患者の搬送においては、消防救急⾞
に代わる搬送⼿段の確保が必要である。
⼀⽅、低緊急患者においても、⼀定程度
の医学的管理が必要となる場合がある以

上、現場及び患者搬送中の⾞内活動にお
ける患者観察やバイタル測定、急変時の
迅速な対応が実施できるように、医療従
事者が搭乗する搬送形態が望ましい。  
 このような観点から、緊急度は低いが
医学的管理が必要な患者を対象として、
消防救急⾞以外の代替搬送⼿段として、
消防機関以外の救急救命⼠が搭乗する患
者等搬送⾞の運⽤について検討した。 
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3．対象�⽅法 
 厚⽣労働⼤Ɩが認定する消防機関以外
の救急救命⼠として、病院救命⼠及び⺠
間救命⼠を対象とした。患者等搬送⾞両
として、病院が保ɖする病院救急⾞、⺠
間事業所が保ɖする⺠間救急⾞を対象と
した。消防救急⾞の代替搬送⼿段とし
て、病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞、
⺠間救命⼠が搭乗する⺠間救急⾞の運⽤
にĳして、分担研究「ǳ院搬送における
病院救急⾞のƫó的活⽤に係るºǓǣű
と¼Ā策に関する研究」の協議結果にÕ
Rき、ǾÀ救命⼠の患者搬送業務におけ
る安全性を確保するための活動要綱、研
修要綱を策定した。 
 たNし、病院救命⼠、⺠間救命⼠が現
場及び患者搬送中の⾞内において実施す
る救急救命処置範囲や MC 体制はいまN
確⽴Gjていないことから、救急救命処
置範囲や実施Ú範�要綱については、所
管する厚⽣労働Ɓと協議した。また、Ɇ
研究で病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞
のōĉ運⽤にĳして、オンライン MC 体
制下の患者搬送、救急救命処置実施事�
の事Ē検Ƃ、ōĉ運⽤にĺ加する病院救
命⼠の再研修体制のƤȦについては、北
九州地域救急業務メディカルコントロー
ル協議会（以下、北九州地域 MC 協議
会）と協議した。 
 
4．結果 
,．北九州地域 MC 協議会ư置要綱変Ĝ 
北九州地域 MC 協議会では、消防救命⼠ 
をÑa救急Ǐ¦の救急業務及び患者搬送 
に係るºǓを協議�検討するため、北九州 
地域 MC 協議会ư置要ɬを定め、ȶ数の 
検討�¦会をư置している。Ī½、病院救 
命⼠、⺠間救命⼠のす^ての業務について 
協議を⾏うƒたな�¦会「患者搬送に係る 
救急救命⼠に関する検討�¦会」をư置し 
た。Ţな協議内ɛを表,にçDる。 
 

 表,．消防機関以外に属する救急救命⼠ 
 の患者搬送活動に係る協議事ģ 
 
 
 
 
 
 
-．患者搬送に係る救急救命⼠の活動要
綱の策定（別ŋ,） 
 救急救命処置が実施·ȕな医療資機ĵ
をƫĲした病院救急⾞⼜は⺠間事業所所
ɖの患者等搬送⾞による患者搬送業務に
おいて、現場及び搭乗搬送中に消防救命
⼠以外の救急救命⼠が実施できる救急救
命処置範囲に係る活動要綱を策定した。
Ɇ要綱において、地域 MC 協議会が認定
する消防救命⼠以外の救急救命⼠（以
下、MC 協議会認定救命⼠）の資Á条件
をƤȦし、� 年おきの資ÁĜƒ制度を導
⼊した。病院救命⼠、⺠間救命⼠が消防
救命⼠とȆ等の救急救命処置を⾏うため
にƤȦす^き条件を表-にŔす。 
 
 表-．患者搬送業務における病院救命⼠、 
 ⺠間救命⼠の救急救命処置実施の条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
,）病院救命⼠、⺠間救命⼠の実施·ȕ
な救急救命処置範囲（Ɯ,） 
 救急救命⼠が現場及び患者搬送中の⾞
内で実施できる救急救命処置には、（,）
医ņの÷体的ŇŔ下の実施がÚ定Gjて
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いる特定⾏為、（-）医ņのȾ括的ŇŔ下
に実施できるƧƕ科、⼩Ő科、ļȲ⼈科
ɬ域の処置、（.）消防救命⼠以外の救急
Ǐ¦が実施できる応急処置がある。 
 C�� ⼜は緊急度の⾼いŻ病者の搬送を
⾏う消防救命⼠と�なり、病院救命⼠や
⺠間救命⼠の搬送対象は、低緊急⼜は病
状が安定した患者で、搬送ƲもəめĀま
っている。Lのため、消防救命⼠の実施
·ȕな救急救命処置範囲から、特定⾏為
及びƧƕ科、ļȲ⼈科、⼩Ő科ɬ域の処
置をź外した。また、Ī½の研究は全ħ
でŶめて、消防機関以外に属する救急救
命⼠が実施できる救急救命処置範囲を地
域 MC 協議会で定め、オンライン MC に
よる患者搬送業務を実ĳにōĉ運⽤する
ことから、実施できる処置範囲をGらに
č定した。ōĉ運⽤事�のす^てに事Ē
検Ƃを⾏い安全性が確認Gjj[、特定
⾏為以外をźいた救急救命処置範囲をě
Dるə定である。 
-）病院救命⼠、⺠間救命⼠が搭乗する
患者等搬送⾞両のưȦ要件の策定 

MC 協議会認定救命⼠が搭乗し搬送活
動する患者等搬送⾞の条件を認定様Ř,
のように定めた。 

とBに、⺠間救急⾞においては、 MC
協議会がŔす救急救命処置が⾏=る医療
資機ĵをƫĲしていること、MC 医ņの
ŇŔ�Ň導�助ČがȊらjる（オンライ
ン MC）ǪƎ機ÔをƫĲしていることを
条件とした。なお、病院救急⾞もȆ程度
の医療資機ĵとǪƎ機ÔをƫĲしている
こととした。 
.）搬送Ûɴ�救急救命処置ɴ 
 ōĉ運⽤を⾏う地域で統⼀した病院救
命⼠、⺠間救命⼠の患者搬送業務におけ
る搬送Ûɴ、救急救命処置ɴ（認定様Ř
-）をķ成した。 
救急救命処置ɴ及び搬送Ûɴに必要なģ
⽬を表.にŔす。 
 
 

表.．搬送Ûɴ�救急救命処置ɴのģ⽬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
.．患者搬送に係る救急救命⼠の研修実
施要綱（別ŋ-） 
 Ɇ研究において、病院救命⼠や⺠間救
命⼠が実施できる救急救命処置範囲は、
消防機関に属する救急救命⼠（以下、消
防救命⼠）をźB⼀般消防Ƌ¦の応急処
置範囲とȆ程度である。おもな搬送業務
が低緊急⼜は⾮緊急患者のǳ院搬送であ
るため、年間にɣ修す^き再研修時間
は、特定⾏為を⾏う消防救命⼠にħが定
めた ��8 時間のɕȟ分の �0 時間以上と
した。また、技術⼒、観察⼒の確認とȭ
µをŮ分⾏うため、認定資ÁのƒÚƔƩ
⼜はĜƒ時に MC 協議会がŢįする研修
会でのĮ学と実技Ň導（�� 時間）をŧけ
ることを必修とし、研修Ŭɧ時のȪÛō
ĉを⾏うこととした。なお、分担研究
「北九州地域における病院救命⼠が搭乗
する病院救急⾞による患者搬送業務のō
ĉ運⽤」で報告Gjているように、Ɇ研
究では北九州市内.病院の病院救命⼠ �

ɍと⺠間救命⼠,ɍが別ŋ資ɩ-にÕR
いて、研修を修ɧし、MC 協議会認定救
命⼠として、病院救急⾞のōĉ運⽤にĺ
加した。また、患者搬送に係る救急救命
⼠の活動要綱及び患者搬送に係る救急救
命⼠の研修実施要綱については、平成 30
年度ǒ � ½北九州地域 MC 協議会におい
てŽ認Gjた。 
 
5．ğ察 
 Ɇɟ、消防救命⼠も病院救命⼠、⺠間
救命⼠も、地域 MC 協議会によるオンラ
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イン及びオ�ライン MC 体制がƤȦGj
た状況下においては、救急救命⼠資Á者
として、実施·ȕな救急救命処置範囲は
ȆじはKある。しかしながら、現状にお
いては、病院救命⼠、⺠間救命⼠の患者
搬送業務に対する MC 医ņによるŇ導�
助Č体制が確⽴Gjていないこと、処置
内ɛのśを維持するための病院実ŭ等再
研修体制がないことがºǓであった。 
また、病院救命⼠の⾏う救急救命処置範
囲を病院ȌŖのルールで定めている、い
わゆる病院 MC 体制は、救急救命⼠法の
観点からもɒǓŌGjてきた。消防救命
⼠以外の救急救命⼠が搭乗する患者搬送
業務について、地域 MC 協議会がŢ体と
なるƒたな MC 体制が必要な時×にɟて
いるとğ=らjる。 
 
6．結語 
 消防救急⾞の代替=搬送⼿段として、
地域 MC 協議会が認定する消防救命⼠以
外の救急救命⼠が搭乗する患者搬送wx
|�を、全ħではじめてĝǟした。ƒた

な搬送⼿段は、ǳ院搬送等において、病
院救急⾞や⺠間救急⾞をƫó的に活⽤し
た、「緊急ƽ⾏しないÌやかな患者搬送
wx|�」である。 
Ɇ研究成果として、ĪĒは、低緊急患者
を対象に、病院救命⼠や⺠間救命⼠が搭
乗する患者等搬送⾞の活⽤が全ħȳ及し
ていBことに×ǌする。 
 
7．ɢ«ƺȠ 
ɢ«ƺȠに関する事ģなし。 
 
8．研究ȝ表 
ȝ表なし 
（Šŗ） 
消防機関以外の救急救命⼠が実施·ȕな
救急救命処置範囲の研究にF協⼒ǩい
た、北九州地域 MC 協議会�¦の⽅々、
及び学řýĉ者の⽅々にƐよりÈŠƔし
上Dます。 
 
9．ǜ的財ļのűÓ�Ƿɴ状況 
 特になし 
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Ɯ,．消防機関以外の救急救命⼠が実施·ȕな救急救命処置範囲 
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患者搬送に係る救急救命⼠の活動要綱 
,．はじめに 
 超⾼齢社会において、消防機関による救急搬送件数は毎年増加している。Ǿ北九州地
域においてもȆ様である。救急需要に応じた消防機関の救急⾞（以下、「消防救急⾞」
という。）の増強が様々な理由で困難な状況下では、緊急度が低い患者搬送について
は、 患者等搬送⾞⼜は病院が管理する救急⾞（以下、「病院救急⾞」という。）の活
⽤ǁ進が望まjる。⼀⽅で、緊急度が低いが、⼀定程度の医学的管理が必要な患者に対
しては、医学的管理のśが担保Gjた上での搬送が必要である。  
 このようなことにÎ`、緊急度が低いが医学的管理が必要な患者を対象に、消防救急
⾞以外の代替⽅法による患者搬送業務をǰƭに⾏うにĳして必要な事ģをœのように定
める。 
 
-．要綱の対象とする患者等搬送業務 
 œのす^てをɉたす搬送業務を対象とする。 
  ɼ 緊急度が低いが、医学的管理が必要な患者を対象とするもの 
  ɽ 救急救命⼠のɖ資Á者が搬送に搭乗するもの 
  ɾ 北九州地域内の医療機関からűȝするもの 
  ɿ 患者等搬送⾞⼜は、病院救急⾞をŀっておこなわjるもの 
 
.．MC 協議会が認定する救急救命⼠（以下、「MC 協議会認定救命⼠」という。）
の資Á要件と認定等 
（,）MC 協議会認定救命⼠の資Á要件 
 MC 協議会認定救命⼠の資Á要件を以下のように定める。 
 ɼ 救急救命⼠資Áをɖする 
 ɽ MC 協議会が実施するƒÚ⼜はĜƒ研修をŧĢしている（別ŋ � ĺſ） 
 ɾ 搭乗業務を⾏う患者等搬送⾞が所定の要件をɉたしている 
 ɿ 救急救命⼠資ÁţȊĒ、病院の救急外ɟ業務等,年以上のýĉがある、⼜は消防
機関の救急Ǐ¦として,年以上の現場活動のýĉがあることが望ましい 
（-）MC 協議会認定救命⼠のƔƩ�Ƿɴ�Ĝƒ 
 ɼ MC 協議会認定救命⼠は、北九州地域 MC 協議会ư置要綱ǒ-条ǒ/ģにÕR
き、患者搬送に係る救急救命⼠に関する検討�¦会でƏ議�認定Gjる。 
 ɽ 上Û�¦会で認定Gjた救急救命⼠は、北九州地域 MC 協議会の報告をýてǷɴ
Gjる。 
 ɾ 北九州地域 MC 協議会は、MC 協議会認定救命⼠に認定Ƃをĕȱする。 
 ɿ 認定×間は-年間で、-年を超=ない時×においてĜƒƔƩが必要である。 
 
/．MC 協議会認定救命⼠の救急救命処置の範囲 
 MC 協議会が認定する⾞両要件をɉたす患者等搬送⾞の搭乗業務（現場及び患者搬送
中の⾞内活動）において、MC 協議会認定救命⼠が、実施できる救急救命処置範囲を以
下のように定める。なお、MC 協議会認定救命⼠には、病院�診療所に属する救急救命
⼠（以下、「病院救命⼠」という。）と⺠間事業所に属する救急救命⼠（以下、「⺠間救
命⼠」という。）があるが、実施できる救急救命処置範囲はȆじとする。また、救急救
命処置は医ņのȾ括的ŇŔ下で実施できるが、活動中に医学的管理のȞǙにɐった場合

別ŋ, 
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なVは、オンラインメディカルコントロールを担Ǿする医ņ（以下、「MC 医ņ」とい
う。）にɱɠをとり、ŇŔ�Ň導�助ČをȊる。 
 
$北九州地域 MC 協議会が定める MC 協議会認定救命⼠が実施できる救急救命処置% 
 �必要な体�の維持、安ƪの維持、保° 
  �体°�ɊȘ�Ďá数��ř状態�Òƌの観察$Ǥ,% 

 ��ルxオrwメーターによるĂ中Ľƶɂɵ度の測定$Ǥ �% 
  �Ă�ÿのŀ⽤によるĂ�の測定 
  �ǥ診Ôのŀ⽤によるƐ±�Ďá±のǥţ 

 �ƐǶÿのŀ⽤によるƐȘ数の観察及びƐǶƜǳ送 
 ��șŊĂ 
 �ĨƯのď定 
 ��イ��{s及び背部Ǖǉ法による�ȷのźæ 
    �ɻń�á§Ôによる¥ȃ�ƨɓ上部の�ȷのźæ 
 �⽤⼿法によるÙȉ確保 
  �ĎÙƝきĩ`法による⼈ĚĎá 
  �ðĨ�ș 
  �ėĠ内のá§ 
  �Ľƶá⼊ÔによるĽƶǻɚ$Ǥ.% 
  �バ{t�xsによる⼈ĚĎá 
  �Ŗ動体外Řźı動Ôによるźı動 
 �特定Ĵǔ療法þǆ中のŻ病者の処置の維持  
$Ǥ,%体°の観察は、ŕŘ体°ÿ⼜はɹɸ体°ÿによる測定、ɊȘの観察はɶĨ動Ɋの

Ɋƍǜによる測定、�ř状態は JC� でȭµする。 
$Ǥ-%´らかのĎáƀ状をɖする患者搬送では、�ルxオrwメーターによるĽɂɵ度
を測定する。əめ搬送Ċ医ņからŇŔGjたĽƶȔ度でĽƶǻɚしながら搬送する患者
に対しても�ルxオrwメーターによるĽƶɂɵ度を測定する。 
$Ǥ.%ĽƶǻɚÔ÷のƼǡ（ȧĠカ��ー�、�oイx�xs）、Ľƶ�ン�のţり�い
（Ŀɫ確認、ư置�Ʈǆ�ɦɫÿƹķ）、əめ搬送Ċ医ņからŇŔGjたĽƶȔ度でĽ
ƶǻɚしながら搬送する場合をÑa。 
 
0．MC 協議会が認定する患者等搬送⾞の要件（認定様Ř,） 

MC 協議会認定救命⼠が搭乗し活動する患者等搬送⾞は、以下の条件をɖすることと
する。なお、病院救急⾞においてもȆ程度の医療資機ĵとǪƎ機Ôを⾞Ĳしていること
とする。 
 ɼ MC 協議会がŔす救急救命処置が⾏=る医療資機ĵをƫĲしていること 
 ɽ MC 医ņのŇŔ�Ň導�助ČがȊらjるオンライン MC ⽤のǪƎ機ÔをƫĲして
いること 
 
1．MC 協議会認定救命⼠活動における MC 体制の確保 
 ɼ 現場、患者搬送中の緊急事態のȝ⽣、患者の病状変³に対する医学的ȞǙにɐっ
た場合に、MC 医ņによるŇŔ�Ň導�助Čが速やかにȊらjる体制をƤȦする。 
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ɽ 救急救命処置を⾏った場合は、MC 協議会認定救命⼠⽤の活動Ûɴȫ（認定様Ř
-）に実施内ɛのƃıをÛɴする。また、活動Ûɴȫは、病院救命⼠はƷƊにおいて 5
年間、⺠間救命⼠は救急救命⼠において 5 年間保Ǉする。 
 ɾ 救急救命処置を⾏った活動Ûɴȫは、MC 医ņによる事Ē検Ƃをŧける。 
 ɿ MC 協議会認定救命⼠は、MC 協議会が実施する再研修を-年毎にŧĢするこ
と。 
ȱǂ 
この要綱は平成(年(ă(ȏから施⾏する 
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認定様Ř, 
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北九州地域 MC 協議会 患者搬送に係る救急救命⼠の研修実施要綱 
 
,．はじめに 
 北九州地域救急業務メディカルコントロール（以下、「MC」という。）協議会は、
救急救命処置が実施·ȕな医療資機ĵをƫĲした病院が管理する救急⾞（以下、「病院
救急⾞」という。）⼜は⺠間事業所所ɖの患者等搬送⾞による患者搬送業務において、
MC 協議会が認定する救急救命⼠（以下、「MC 協議会認定救命⼠」という。）が現
場及び搭乗搬送中に実施できる救急救命処置範囲を「患者搬送に係る救急救命⼠の活動
要綱」において定めた。Lこで、北九州地域 MC 協議会が実施Ƭȑ者となり、患者搬
送業務における安全性と救急救命処置のśを確保するため、MC 協議会認定救命⼠に対
する研修体制をƤȦする。 
 
-．研修⽬的 
 Ɇ研修は、MC 協議会認定救命⼠の患者等搬送⾞]の搭乗業務（現場及び患者搬送中
の⾞内活動）において、搬送中の安全確保と病状変³に応じたǰƭな救急救命処置が実
施できるように、病態観察及び救急救命処置のśĘ上を⽬的として実施する。 
 
.．研修内ɛ 
 MC 協議会認定救命⼠には、病院に属する救急救命⼠（以下、病院救命⼠」とい
う。）と⺠間事業所に属する救急救命⼠（以下、「⺠間救命⼠」という。）があるが、
ƒÚ⼜はĜƒƔƩ時に必要な研修内ɛはȆじで、研修時間は1+時間�-年間とする。
研修内ɛは（,）ĢÝ、（-）実技、（.）病院実ŭよりĝ成する（別ŋ,�別ŋ-ĺ
ſ）。なお、MC 協議会認定救命⼠ƒÚ�Ĝƒ時必修研修ŧĢ及び病院実ŭ修ɧは、
MC 協議会認定救命⼠のƒÚƔƩ、ĜƒƔƩ時の必ƛ要件である。 
 
/．MC 協議会認定救命⼠のƒÚƔƩ、ĜƒƔƩ時の研修要件及びǭű書ɮ 
（,）MC 協議会認定救命⼠のƒÚ⼜はĜƒƔƩをÖ望する者は、別ŋ,の研修要件を
す^て修ɧしていること 
（-）ƔƩ時には、MC 協議会認定救命⼠ƒÚ�Ĝƒ時必修研修修ɧƂ及び病院実ŭȭ
µ表のコ�ーをǭűすること 
（.）MC 協議会認定救命⼠の認定×間は-年であるため、認定ȏから-年を超=ない
×間で所定の研修を修ɧしたのO、ĜƒƔƩが必要である。 
（/）ľ定処置 
 MC 協議会認定救命⼠の認定�Ƿɴを¾Ńする平成.+年度においては、上Û研修内
ɛのうO、①MC協議会認定救命⼠の新規・更新時必修研修（１２時間）及び②病院実
習（３０時間以上）の修了をもって、認定要件とする。 
 
ȱǂ 
この要ģは、平成(年(ă(ȏより施⾏する。 
 
 
 
 

別ŋ-�� 
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北九州地域 MC 協議会認定救命⼠のƒÚƔƩ�ĜƒƔƩ時の÷体的研修内ɛ 
 

①�協議会#Nqする�協議会認定救命⼠更新研修会（必��D）�
��協議会認定救命⼠の新規§3更新��する{3、以Hの研修会|n#必修.�る。�
� 研修時間� j�（
���������）� � jk（�����������）�
�

１�«（�時間）�
W¥n]１� 救an]１�

� W¥n]２� 救an]２�
� W¥n]３� 救an]３�
�

２�«（�時間）�
実\¢J１� 救an]��

� 実\¢J２� 救an]��
� �p<=>@�<?A１� R認¡Zxi�
�    

②病院実習（必修o«）�
��協議会#v定するE±XV.実習をm!#、病院救命⼠3、�Q救命⼠#�する病院・�±��.実wする
&と#.$る。*+(、病院・�±��0" て3、�0��するEu（�協議会T�ei{§3�Eu®�
研修~了{�）#��(て る&ととする。�
�１Mの²�する病院実習時間3P1	時間���時間��と(、実習時間�0" て�[_�§3I¨時間を�%
る&と。�
� 病院実習�D（必修）� 病院実習時間の«B�
�

��時間�以上２�間�
¶¤�d©時間�の実習（	���������の間）� 	時間�

� ¶¤�d©時間Oの実習（������¯ 	���）� ��時間#«B�
� ¶��r�の��実習� ��時間#«B� �
�    

µ�F�協議会#認7る研修会5のsK�

� ��協議会認定救命⼠3、�F.Nq':る�協議会#認定する研修会0" て、��時間以上�２�間の研
修0sK(て る&と�

� �F�協議会#認定する�
S会・研修会�5のsK�

１�時間以上�２��

 
)÷体的ĢÝ内ɛは MC 協議会で定める。÷体的ĢÝ内ɛの�を別ŋ ��3 にŔす。 
またĢÝは、MC 医ņ、救急認定ÊĔņ、,½以上のĜƒをしている MC 協議会認定
救命⼠等が担Ǿする。 
 

�協議会認定救命⼠の新規��・更新��時の要件�
��協議会認定救命⼠3、２�¦の更新0" て、以Hの①�µの研修�¬をす6て修了(て る&と�
� 研修�¬� 研修時間�
� � ①� �協議会認定救命⼠新規・更新時必修研修（必修）� １２時間�
� � ②� 病院実習（必修）� ３０時間以上�
� � µ� �協議会#認定するS会・研修会�� １�時間以上�
� ①�µ研修時間のpf�２�� �０時間以上�２�間�

別ŋ-�� 
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÷体的ĢÝのɯ 
ʀÕɆĢÝ 
�Ȇ�とƱɏ�Ʈø 
�MC 協議会のɔÄ、救急救命処置範囲とオンライン MC 
�活動ÛɴのÛĲ、病院実ŭと事Ē検Ƃ 
�患者等搬送業務における安全管理と⾞Ĳ医療機Ôの点検管理 
�Lのǈ 
 
ʀ救急ĢÝ 
,）病態観察とバイタルvイン測定、Ǥ�点、数Ǜのć⽅なV 
�観察（Ďá状態、ųÉ状態、�ř��ル、Ȉęの観察） 
�バイタルvイン測定（ƐǶƜ、�ルxオrwメーター、体°ÿ、Ă�ÿ） 
-）緊急度と重ƀ度に関する理¼ 
�� 助、*��� なV緊急度Ȟ定と重ƀ度（Ż病程度）について 
.）ƿøȯ度の⾼い救急Ś患、急変時対応 
�ƿøȯ度の⾼い救急Ś患（ÈƴƀをźB） 
�ƿøȯ度の⾼いÈƴƀとÈƴ対策 
�搬送中の緊急事態（事đ、病状変³）]の対応と関係機関とのɱû 
�w�{sの病態とÎ別Ś患、ųÉèǖ�ĎáȰ全]の緊急対応 
�Lのǈ 
 
ʀ実技¬ŭ 
�搬送中の安全管理、体�管理とǤ�点 
� ɷ、カ|ー|ル、ラインのţり�いとǤ�点 
�Ùȉ確保（⽤⼿法によるÙȉ確保�バ{t�xsによる⼈ĚĎá）�ȷźæ 
�Ľƶǻɚ、Ľƶ�ン�、Ľƶêå機Ôの管理とƹķ法 
���� のţり�い 
�搬送中の外Ż（ǳɡ、ǳǺ、ƭƸ外ŻなV） 
�Lのǈ  
 
ʀ総合w���ーw�ン 
�現場、搬送中の緊急事態、病状変³に対する対応⼿Ŵ  
  

別ŋ-�3 
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������ ��� ��� � 0���������� ��������1 

������� 

��������������������������� 

0�����1 �� �� ��������� ��� ������������ 
  �� �� ������� ��� ��������� 
0�����1 �� �� ������ ��� �������� 
 

�� 
0��1�������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
������������������������������������������ 
0�����12019 � 3 � 1 ��20 ����������������� 20 �����
���0��1����� 461���������������������������
�����������������������������������������
�����������������0��� �����1��������������
�����������������������������������������
���������������������� 
0��1������ 79������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
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������������������
2019� 3� 1��20��������
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�� �� 
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���3���� 131������� 

���ƴ��200 �Ʈƭ� 122 ��
071�3�1��200 ���� 49 ���
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���� 55�0�1�þ��������
�Ľ���� 41��024�0�1��UW
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��0Į�1�  
 
 
 
 
 
 
 
 
Į���������������� 
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�  
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平成 30 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業）研究	

「消防救急車の代替搬送手段における病院救急車の活用に資する研究」	

研究代表者	 伊藤	 重彦	 	 北九州市立八幡病院	 救命救急センター	

	

分担研究報告書	

北九州地域における病院救命士が搭乗する病院救急車による患者搬送業務の

試験運用	

	

(研究分担者)  坂本	喜彦	北九州総合病院	副院長	救命救急センター長	
（研究協力者）	斉宮	朋彦	北九州総合病院	救急科	救急救命士	 主任	

山家	 仁	 小波瀬病院	院長	

佐藤	英博	戸畑共立病院	副院長	救急総合診療部長	

	

要旨

（目的）増え続ける救急出動件数の抑制や救急医療における働き方改革の一つの手

段として「低緊急度の患者の搬送手段として病院救急車が消防救急車の代替手段と

なりうるか」を検証した。（方法）平成 30 年 11 月から平成 31 年 2 月までの 4 か月

間の日勤帯を試験運用期間とし、北九州地域の 3 病院（北九州総合病院、戸畑共立

病院、小波瀬病院）に所属するＭＣ協議会認定救命士が施設或いは病院からの依頼

を受け低緊急度の患者の搬送業務に携わった。病院救命士が行った業務内容は病院

救命士活動記録票を用いて事後検証を行った。（結果）4 か月間で内因性疾患 47 件、

外因性疾患 17 件の合計 64 件の依頼があった。病態変化でＭＣ医師に指導、助言を

仰いだ事案が 1 件あったが、全例安全に搬送可能であった。（結語）費用や責任の所

在といった病院負担の問題はあるが、これら諸問題を解決できれば低緊急度の患者

の搬送手段として病院救急車は消防救急車の代替手段となりうる。	

	

	

Ａ．背景・目的	

救急搬送のうち約 8％が転院搬送に使

われている現実があり、この転院搬送の

中には軽症の患者、低緊急度の患者が相

当数含まれている。	

低緊急度の患者の転院搬送に、病院に属

する救急救命士（以下、病院救命士）が

同乗した病院救急車が活用できれば、消

防救急車による転院搬送件数が減り、消

防職員や医師、看護師といった患者搬送

に関わる職員の負担軽減につながるこ

とから、救急医療における働き方改革の

一つの手段として有用であると思われ

る。	

	

本研究では、「低緊急度の患者の搬送手

段として病院救急車が消防救急車の代

替手段となりうるか」を検証する。	

	

Ｂ．方法	

病院救命士が搭乗する病院救急車によ

る患者搬送業務においては、医師、看護

師が同乗しないため、救命士の医学的管

理の質が担保された上での搬送が重要

である。北九州地域ＭＣ協議会（以下	

ＭＣ協議会）がこの質を担保すべく認定

研修を実施し、研修を修了した救急救命

士（以下、ＭＣ協議会認定救命士）が搬

送業務に携わることとした。	
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救急救命処置の可能な資機材を搭載し

た病院救急車に２名で乗車し（ＭＣ協議

会認定救命士は最低１名乗車）、低緊急

患者の搬送業務に従事する。搬送対象患

者は低緊急度ではあるが、何らかの医学

的管理を要する患者であるため、搬送中

の病態変化に適切に対応できる必要が

ある。そのため、地域ＭＣ協議会の検討

委員会において病院救命士、民間救命士

の救急救命処置マニュアルを作成した。

（巻末資料参照）。	

このマニュアルに則り搬送業務を行い、

マニュアルで対応しきれない病態変化

または医学的管理において判断に迷う

場合には必ずメディカルコントロール

を担当する医師（以下ＭＣ医師）に指導、

指示、助言を仰ぐこととした。	

	 試験運用期間は、平成 30 年 11 月から

平成 31 年 2 月までの 4 か月間である。

運用時間は平日の午前 9 時から 17 時ま

でとし、夜間・休日には搬送業務を行わ

なかった。	

	 病院救命士を雇用する北九州地域の3

病院（北九州総合病院、戸畑共立病院、

小波瀬病院）が本分担研究に参加した。

3病院に属するＭＣ協議会認定救命士が

施設或いは病院からの依頼を受け搬送

業務に携わった。	

	 また、病院救命士が搭乗した業務内容

の記録は、地域ＭＣ協議会が定めた病院

救命士活動記録票を用い、全搬送事案に

ついて事後検証を行うこととした。	

	

Ｃ．結果	

３病院の合計で 64 件の搬送機会があ

った。疾病内訳を表１に示す。	

64 件の内訳は、内因性疾患 47 件、外因

性疾患 17 件であった。内因性疾患では

呼吸器、消化器疾患が各々18 件、19 件

と多く、両者で内因性疾患の約 8 割を占

めていた。冬場の試験運用で呼吸器感染

症が多く、また緊急度の比較的低い消化

器疾患が搬送対象であったためと思わ

れる。	

外因性疾患 17 件のうち、10 件が大腿骨

骨折であり、病院内、施設内での転倒に

起因するものと思われた。他の外因性疾

患も頭部打撲や胸部打撲など転倒、転落

に起因すると思われる疾患が多かった。	

64 件の搬送では、75 歳以上の高齢者が

46 件（71.8％）と大多数を占め、65 歳

未満の搬送はわずか 5 件であった。	

64件の搬送依頼元の種別を表２に示す。	

施設からの搬送依頼は 10 件で全体の

15.6％と少なく、ほとんどが病院からの

搬送依頼であった。施設からの搬送依頼

が少ない原因としては、緊急度が低いか

どうかを施設側で判定することが困難

であるためと思われる。病院からの搬送

依頼は精査目的と診断がついた後の治

療目的がおおよそ半々であった。病院か

らの搬送依頼のうち約 3 割は無床診療

所からの依頼であった。	

	 64 件のうち病態の変化などでＭＣ医

師に指導・助言を仰いだのは 1 件のみで

あった。助言内容は、接触時の酸素飽和

度低下に対して搬送距離が短いためリ

ザーバーマスクで酸素 10L/分投与を指

示したものであった。医療行為を行った

のはこの 1 件のみで、緊急度が必ずしも

低くなく救急車要請した事案、不搬送事

案、依頼時にお断りした事案などはなか

った。	

	 患者搬送に係る業務内容は病院救命

士活動記録票を用いて、病院救命士が所

属する病院のＭＣ医師が事後検証を行

いその妥当性を検証し、全ての事案で問

題ないことを確認した。	

	

Ｄ．考察	

	 救急出動件数は 2008 年以降増加の一

途をたどり	 2017 年は約 634 万件であ

った。出動件数の増加に伴い覚知から病

着までの病院収容所要時間は 39.3 分で
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年々増加�Äにあり本łの救急業務に

ģǧがでている。Ƿ7119 やȍ助などの

Vールをĵº$*不要不急の救急搬送

をŘらすことが大切である。	

	 一Įで、2017 年の全Òの救急車によ

る転院搬送件数は全出動件数の8.4％を

占め年間 53 万件にもの>る。搬送ēō

をĻ$ない施設、医療機Ǡは消ǡ救急車

に頼ら%るを�ないのがæċで、病院救

急車が低緊急患者の搬送に�用できる

と、消ǡ機Ǡのƽ担ǉŘにƐがると考�

る。北九州óでは平成 30 年の救急出動

件数が約 5 万 7 ±件でそのうち転院搬

送が 8％、約 4500 件であった。この中

には低緊急度の症�が少なからずÅま

れており、病院救急車が患者搬送を担う

Čƒは大きいと思われる。	

	 一Įで、病院救急車º:病院救命士を

Ğ�する病院からみると、ƿ用とƾ}と

いう担う<きsつのƽの側ǭがある。	

前者はu件ƿをÅめた病院救命士雇用

の問題、車ǌƌęƿ、Š料ƿ、�Ǥ料な

どをƳがどのようにƽ担するのか、ěƄ

性はあるのか、といった問題を内¬する。	

後者には、医療上のƾ}とǕǆtǑŔ上

のƾ}がŦ'うる。低緊急とは言�搬送

中に患者の病態が急変する可能性はあ

る。急変時に消ǡ救急車を要請したり、

ＭＣ医師に指導・助言をŐめたとしても、

患者の転öによっては問題となりうる。

またǂ行中の車ǌ事Ħも起こりうる。こ

れらのƾ}問題をÅめ病院側のƽ担は

大きいことから、本研究成果から全Ò的

な活用をǓめるためには、w後ƥőす<

きƴ題は多い。	

	 消ǡúは 2016 年から�転院搬送�に

民間事業者や病院が所Ļする車を�う

ようǑ知し、理ƥをŐめているが、いま

だ°分È知$れているとは言い難く、上

り搬送、下り搬送いずれの場合において

も、患者のŢ態が不ä定な場合は消ǡ救

急車が�われることが多い。	

	 患者を救急用のƜ動車Ƃで�Ǥ医療

機Ǡに搬送するǦ、診療上の必要から、

当ưƜ動車ƂにÂ乗して医師が診療を

行った場合にƄ定する救急搬送診療料

は 1300 Ŝで、患者のŮŦしたţ場に�

Ǥ医療機Ǡの救急救命士がǃいて必要

な処置Ƃを行った場合において、当ư救

命士に対して必要な指示を行った場合

にƄ定する救急救命管理料は 500 Ŝで

ある。w後、低緊急患者搬送に病院救急

車を�う場合は、æƏに応'た加Ƅや診

療×ǘ上の�ǤŜ数のýき上"或いは

病院救急車の運用をųƻ必要度のƄ定

に»ĳ$*るなど、何らかのNンTンW

ィ\がないとæţは困難であると言わ

%るを�ない。これらƸ問題をƥőしこ

の事業をæţ$*ることができれ9、救

急搬送業務の適ŋ化や救急ǥの業務ƽ

担のǉŘにÄけてĀ立つのではないか

と考�る。	

	 ĭしい搬送ēōの試験運用に�立ち、

診療所;は平成 30 年 11 月 1 日からæ

施するı、医師会をǑ'てÈ知していた

が、Ǟá当日の 11 月 1 日午前 9 時にĲ

ǒ 1 件目の依頼があった。ǍǨの医療機

Ǡ、ƓuŽź施設からは本研究に対する

期āをƗで感'½ることができ、ŚÓ的

なǬ要はかなりあるのではないかと思

われた。	

	

ȉ．結Ʋ	

ＭＣ協議会認定救命士が乗る病院救急

車はĻ¥な低緊急度の患者搬送ēōと

なりうるが、そのæţのためには病院側

のƽ担ǉŘ対ƃが必要である。	

	

Ȋ．�ŰŲ»	

ŨÇす<き�ŰŲ»はない	

	

ȋ．Ů表・Ʒĩ	

Ů表なし、Ʒĩなし
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表１．病院救急車で搬送した患者の疾病内訳	

	

	 北九州総合病院	 戸畑共立病院	 小波瀬病院	

内因性	 Ȁ３	 ２	 ２	

Ąť器	 ２	 	 １	

呼吸器	 １ȃ	 １	 	

消化器	 １Ȅ	 １	 	

中ńŻƉ	 １	 	 	

内分œ・yƹ	 １	 	 	

その他	 Ȁ	 	 １	

外因性	 １Ǽ	 Ȁ	 ３	

合計	 ȁ３	 Ȃ	 ȁ	

	

	

表２．搬送依頼元種別	

	

	 北九州総合病院	 戸畑共立病院	 小波瀬病院	

施設�病院	 ȃ	 ３	 Ǽ	

病院�病院	 ȀȂ	 ３	 ȁ	

合計	 ȁ３	 Ȃ	 ȁ	
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（先⾏研究報告書） 
転院搬送における病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞活⽤に関する調査研究 

 
 研究報告者 伊藤 重彦 北九州市⽴⼋幡病院 院⻑ 救命救急センター  
 協⼒機関  北九州市保健福祉局、福岡県消防防災指導課 
 

要旨 
（⽬的）消防救急⾞の代替搬送⼿段としての病院救急⾞の積極的活⽤の観点から、北九
州市内の病院救急⾞による転院搬送の現状と病院救急⾞の積極的活⽤に係る課題と解決
策について検討した。（対象・⽅法）９０病院に対して、保有する病院救急⾞の活⽤状
況、病院救命⼠搭乗による転院搬送業務の有⽤性についてアンケート調査した。  
（結果）88 病院から回答を得た（回答率 97.8％）。病院救急⾞を保有している病院は
19 病院（21.8％）で、患者搬送への利⽤は、約 10 ⽇で 2.7 回の頻度であった。Ｈ28
年中の転院搬送に最も利⽤した搬送⼿段は、⺠間の患者等搬送⾞が 38.1%で最も多
く、病院救急⾞ 17.9％、消防救急⾞ 10.7％であった。消防救急⾞の代替搬送⼿段とし
て、病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞導⼊において、69%の病院が利⽤すると回答し
た。（結語）転院搬送における消防救急⾞の適正利⽤の観点から、病院救命⼠が搭乗す
る病院救急⾞の積極的活⽤が望まれる。 
 

Ａ．背景と⽬的  
 地域包括ケアシステム構築が進む中、
救急搬送にかかる課題として、⾼齢化の
進展に伴う救急搬送件数の増加は⼤きな
課題である。また、消防救急⾞によるＨ
29 年中の転院搬送件数は 53 万 4072 件
（総搬送件数の 8.4％）で、毎年増加し
ている１）。増加する要因の⼀つとして、
医療機関が所有する病院救急⾞の活⽤が
進んでいないことが挙げられる。そこで
今回、⾼齢者等を地域で⽀えていく観点
から、北九州市保健福祉局と北九州市⽴
⼋幡病院が実施主体となり、今後、地域
包括ケアシステムの議論の⼀つとして、
消防救急⾞の代替搬送⼿段における病院
が保有する病院救急⾞の活⽤に関するア
ンケート調査を実施した。この調査結果
は、今回の厚⽣労働科学研究において貴
重な先⾏研究であることから、北九州市
保健福祉局、福岡県消防防災指導課の了

解を得て、アンケート調査結果を本報告
書に先⾏研究として掲載することとし
た。なお、本調査結果の⼀部は、第 3
回救急医療に関する議員勉強会（⽇時：
平成 29 年 11 ⽉ 30 ⽇、場所：参議院会
館）において著者が発表し、配布資料と
してすでに公表されている。 
 

Ｂ．対象・⽅法 
 調査対象は北九州市の 90 病院であ
る。調査時期は平成 29 年 10 ⽉〜11 ⽉
の２ヶ⽉間で、北九州市保健福祉局が実
施主体となり、医療機関が保有する病院
救急⾞の患者等搬送業務への活⽤状況に
ついて調査した。調査⽤紙を各病院⻑宛
に郵送し回答を得た。なお、アンケート
調査項⽬の作成及び調査結果の分析は北
九州市⽴⼋幡病院（責任者 伊藤重彦）
で⾏った。本調査における病院救急⾞と
は、緊急⾃動⾞登録をしており、基本装
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Ʋにスト����ー、ėţ�ン�、点ƍ
ËǢ資機Ē、救急ť⽣セ�トをƲえてい
る⾞Ǧを指し、病院救急⾞ ¿の患者等
搬送⾞とは、スト����ーu⾞�ス対
®の患者搬送⽤で、緊急⾃動⾞登録をし
ていない⾞Ǧを指す。 
 

E．結果 
 北九州市内 90 病院のう` 88 病院か
ら回答を得た（回答率 97.8％）。 
1）病院救急⾞、患者等搬送⾞の保有に
ついて病院救急⾞を保有している病院
は、回答 87 病院のう` 19 病院
（21.8％）であった。19 病院のう`、
保有Ŷ数 1 Ŷは 14 病院（73.7％）で、
5 病院は 2 Ŷ保有していた。また、病院
救急⾞ ¿の患者等搬送⾞を１Ŷ ň保
有する病院は 53 病院で、AÅ ňの病
院で³らかの患者搬送⼿段を有してい
た。 
２）病院救急⾞による患者搬送件数 
Ｈ28 年中の病院救急⾞による患者搬送

件数 100 件 ±の病院は 58％であった
（Œ 1）。これは 10 ⽇間に 2.7 回の利⽤
頻度にŦƖする。 
 
 
 
 
 
 

 
Œ１．病院救急⾞利⽤による年間搬送件数 

 
２）病院救急⾞の搭乗ő員及び搭乗者の
おもな資Á・ōĵ 
«転⼿Ñsて患者搬送時に病院救急⾞

に搭乗するő数は、3 ǔ（42.1％）が最
も多かった。病院⾞救急⾞の搭乗者のお

もな資Á・ōĵをĭǘしたとこ{、医
Ĝ、ÊþĜのƝ乗がそれ]れ 42％で、
救急救命⼠をƝ乗さ[ている病院は１病
院（3％）のqであった（Œ 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
Œ２．病院救急⾞乗務者の主な資Á・ōĵ 

 
?）転院搬送に最も利⽤している搬送⼿
段 
Ｈ28 年中の転院搬送に最も利⽤した患

者等搬送⾞のĵǫをĭǘした（回答は⼀
つ）。回答 84 病院では、⺠間Ħ業所が
所有する⺠間救急⾞、ºþ・福祉タ�シ
ーの利⽤が 32 病院（38.1%）で最も多
く、そのůが（33.3％）、病院救急⾞を
Ñむ病院保有の患者等搬送⾞が 15 病院
（17.9％）、消防救急⾞９病院
（10.7％）のĻであった（Œ 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
Œ?．転院搬送に最も利⽤する搬送⼿段 

 
@）消防機関にŭさない救急救命⼠が搭
乗する患者等搬送⾞について 
Ɖ緊急あるいはƱ緊急の⾃院患者の転

院搬送⼿段として、地域の������
ント�ー�体ŕ±のǲ病院にŭする救急
救命⼠（ ±、病院救命⼠）がƝ乗する
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病院救急⾞、ǳ⺠間Ħ業所にŭする救急
救命⼠（ ±、⺠間救命⼠）がƝ乗する
⺠間救急⾞が地域に導⼊され場ĉに、消
防救急⾞に代|る患者搬送⼿段として利
⽤するかfうかについてĭǘした（ƽ数
回答¶）。回答したのn 114 病院のう
`、60 病院（52.6％）が、病院救命⼠
が搭乗する病院救急⾞を利⽤すると回答
した。また、42 病院（36.8%）が、⺠
間救命⼠が搭乗する⺠間救急⾞を利⽤す
ると回答した（Œ@）。⼀⽅、これら消
防機関にŭさない救急救命⼠が搭乗する
病院救急⾞、⺠間救急⾞を活⽤しないと
回答した 12 病院（10.5％）は、Ǣǜと
してǶ搬送中のûu急ǂ時対®での責任
の所đがǖÂでない、ǷƝ乗する救急救
命⼠のス��がƹǖ、Ǹ消防救急⾞のo
うが�Ţである等の¢öを挙げた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Œ@．救命⼠が搭乗する患者搬送の有⽤性 
 

F．Ąĕ 
 消防救急⾞による⾼齢者搬送件数は毎
年増加çĂにある。北九州市における搬
送Ķ要調査では、⾼齢者搬送のĺ動先と
してºþ施şが年1増加しており、ºþ
施şから要śされる救急搬送Ħ�への対
策が急務である 2）。また、毎年増加をŮ
けている消防救急⾞による転院搬送Ħ�
への対策も重要な課題である。福岡県消
防防災指導課の調査報告によると、平成
27 年中の福岡県± 25 消防本部における

総搬送件数 243�139 件のう`、転院搬送
Ħ�は 22�855 件（9.4％）で、総務ņ消
防ƅが公¾しているƝ年のŢċ平ãž
8.4％より 1％⾼い。また、転院搬送率
は、北九州地域、福岡地域、Ƃ後、ƂǊ
地域の県内@����のưÃにおいて、
8.6〜13.2%の間でkらつきをƤsた。
搬送先医療機関におけるŁ病ƌ度の内ǚ
は、重Ņ 15%、中等Ņ 79%、ìŅ 6%
であった（ǁ紙資料ス���１参ń：救
急医療に関する議員勉強会配布資料）。 
 消防救急⾞«⽤においては、救急ĺ動
時の搭乗員数は«転⼿Ñs?ǔで、救急
救命⼠１ǔ ňがƝ乗している消防本部
が多い。このǃ成で地域������ン
ト�ー�（��）体ŕ±で救急救命ļƀ
をƴ要とする緊急度の⾼いŁ病者搬送を
ŻっていることをĄえると、Ɖ緊急Ł病
者に対して、�� 体ŕ±にある病院救命
⼠が搭乗する病院救急⾞を活⽤するǞ地
はĸ分あるとĝ|れる。とくに、ǁ紙資
料ス���１でĪすように、搬送先医療
機関のĽ療医がƭżしたìŅĦ�
（6%）と中等ŅĦ�（79%）の⼀部
は、病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞で
転院搬送が¶ƦとĄえられる。総転院搬
送件数 22�855 件のう`、5�431 件
（24%）は、医ĜがƝ乗しない搬送Ħ�
であった（ǁ紙資料ス���２）。これ
らのĦ�も、医Ĝ、ÊþĜに代|り、病
院救命⼠のƝ乗で搬送¶ƦなĦ�とùえ
る。県± 9 消防本部への調査では、医
ĜƝ乗がƴ要であったとƭżした転院搬
送Ħ�は、県内@地域でkらつきはある
が、転院搬送 5�715 件中 10.6〜29.4%
で、Ęりの転院搬送Ħ�は病状が�Ɗし
たŁ病者であったとƶ´している。これ
らのĦ�も、�� 体ŕ±で⼀Ɗの救急救
命ļƀが実施できる病院救命⼠による搬
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送がĸ分¶ƦなĦ�である。 
 平成 27 年度総務ņ消防ƅ救急業務

のあり⽅に関する検討会において、消防
ƅと厚⽣労働ņがǭêして、各地域にお
いて、関係者間でĸ分に議論し、ĉ¢è
成を⾏ったňで地域の実ŋに®Yた�ー
�化を⾏うこと、転院搬送における救急
⾞の適正利⽤をœ進すること、消防機関
救急⾞ ¿の搬送資÷として、消防機関
がƤƊする患者等搬送Ħ業者u医療機関
が保有する患者等搬送⾞による緊急性の
ないŁ病者の£動u転院搬送への活⽤Ŭ
進のƴ要性が報告された?）。そして、平
成 28 年 3 ⽉、消防ƅĨ⻑、厚⽣労働ņ
医Ř局⻑のǭǔにより8転院搬送におけ
る救急⾞の適正利⽤のœ進について9が
発ĺされた@）。 

今回の研究で、北九州市内病院におけ
る病院救急⾞の活⽤はま_ま_ƹĸ分で
あることが|かった。Ɲ時に、消防救急
⾞による転院搬送Ħ�のう`、病院救命
⼠がƝ乗することで、消防救急⾞の代替
搬送⼿段が活⽤できるĦ�がưÃ的多い
ことが|かった。今後は、緊急度のない
ǐは緊急度のƉい患者の転院搬送におい
て病院救急⾞の活⽤が進まない要因を各
地域で検討し、関係者間で病院救急⾞活
⽤をŬ進するたsのĉ¢è成を得ること
がƴ要である。また、消防救急⾞の代替
搬送⼿段に関するさらなる研究を進sる
とƝ時に、ċu各⾃ĩ体において課題解
決にĂけたĳŤが期ųされる。 
İĬ：本調査報告に�ータをƋÜしてƈ
いた北九州市保健福祉局、福岡県消防防
災指導課ŻƖ者の⽅1にŎよりÉİŏし
ňげます。 
 

G．結語 
 北九州市内の病院が保有する病院救急

⾞の活⽤状況と転院搬送における消防救
急⾞の代替搬送⼿段に関する調査・研究
を⾏った。転院搬送における消防救急⾞ 
の適正利⽤の観点から、病院救命⼠が搭
乗する病院救急⾞の活⽤は有⽤な搬送⼿
段である。 
 

H．©⽤ƿó 
１）平成 30 年度救急救ŀの現状Ǵ救急
ǃ
�((%'���***.��"�.�$.�%�%)�!���(�$#�&�
'�)���(�"'�   ���30�01� +) +).%�� 

２）伊藤重彦、oか：北九州市における
⾼齢者救急の現状とǘ題点Ǳとくにºþ
施şからの搬送Ħ�について。⽇Ǫ救医
Ĥ 19�7�12�2016. 
?）平成 27 年度救急業務のあり⽅に関
する検討会報告書（平成 28 年 3 ⽉） 
�((%'���***.��"�.�$.�%�'�#��� �#($� �
#($��(�"'� �#($169�15��$) $ )'+$.%�� 
@）消防救第 63 Ĉ転院搬送における救
急⾞の適正利⽤のœ進について（平成
28 年 3 ⽉）
�((%'���***.��"�.�$.�%�!�*'�()(�(')��'
'�('�280331� +)34.%�� 
 

I．利¬ŦƮ 
利¬ŦƮに関するĦ項なし 
 

Ｈ．発表 
・伊藤重彦：救急⾞ ¿の患者等搬送⾞
を活⽤したÌuかな救急搬送システムの
構築について。第 3 回救急医療に関する
議員勉強会（2017.11.30 参議院会館） 
・伊藤重彦、oか：救急⾞による転院搬
送における福岡県内Ħ�の検討及び救急
⾞ ¿の搬送⼿段のšźに関する調査研
究。第 21 回⽇本Ǫł救急医学会
（2018.6.2 ǔú°�
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ǁ紙資料 
ǵス���１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ǵス���２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
;本ス���は、第?回救急医療に関する議員勉強会（⽇時：2017 年 11 ⽉ 30 ⽇、場所：参
議院会館）の発表題8地域包括ケアシステムにおける⾼齢者救急搬送の適正化Ǳ救急⾞ 
¿の患者等搬送⾞を活⽤したÌuかな救急搬送システムの構築について9でę⽤したス��
�である。6Ìuかな救急搬送システム7とは、地域医Ĝ会、地域 �� 協議会を中Ŏに、地域
包括ケアシステムに関|る関係機関がǭêし、緊急度のƉい患者等に対して、救急⾞ ¿の
患者搬送⾞を有Ā活⽤する、緊急ũ⾏しない患者搬送システムを指す。 
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巻末資料 
 
 
 

患者搬送業務における消防機関以外の救急救命⼠
が⾏う救急救命処置プロトコル（初版） 

	 	 	 	

	
	

	

	

	

	

	

	

	

北九州地域救急業務メディカルコントロール協議会	

患者搬送に係る救急救命士に関する検討委員会	

	

	

	

	

	

平成３１年（3019年）３月	 	
 
  
  





 10� 

患者搬送業務における消防機関以外の救急救命⼠が⾏う救急救命処置プロトコル 
 
ʃfSnに 
 ȭ½にǌTる救急救命⼠（以È ȭ½救命⼠）がǿƐTるȭ½救急ű Ɍïţ業ƄにǌTる救
急救命⼠（以È Ɍï救命⼠）がǿƐTる患者ȁ搬送ű（Ɍï救急ű）にrる患者搬送業務にお
C^f 救急救命⼠の·ßǵìɠのŮがǞȾQvYƏ_の搬送がżɞ_Bる! OのrうbO`に
îl ɇĔŷǤ¸ �� ĉüÑ（以È �� ĉüÑ）f �� ĉüÑがȓǲTるƄǲのģŸyŸɤ
RY救急救命⼠yȓǲR（以È �� ĉüÑȓǲ救命⼠） 救急救命処置のůśがÍȗb·ɧ資
機ōyűŉRYűɥにrる患者搬送業務におC^ ȀÛ救命⼠がůś_Iる救急救命処置Ȥ²y
ǲnY!�� ĉüÑȓǲ救命⼠の搬送ǔƍ患者f ē急ǽfǰCが·ßǵìɠyȩɞ`Tる患者
_BるO`Gs 搬送ǩのȭƓȻÉにǶưにǔÄTるYnに ůśÍȗb救急救命処置に関Tる
プロトコルyŎƥRY! 
 
ʃ�� ȓǲ救命⼠の救急救命処置Ȥ² 
 ĩƑɉf患者搬送ǩのűȎäȄにおC^ �� ĉüÑȓǲ救命⼠がůś_Iる救急救命処置Ȥ
²y以Èのrうにǲnる!bお プロトコルにǲnY救急救命処置fCUvo·ŘのɀãǵŚŨ
È_ůś_Iるが 搬送ǩ患者ȭƓのȻÉにrt ƗYb処置がȩɞ`b\YƑľにf ·Řj
のɁĿがȩɞ_Bる!kY WvXvの救急救命処置に]C^f ôɈǵţļ Ǫ³ǸȁyǩƖ
にùŉR^Cるが 患者のȭƓȻÉɉf·ßǵìɠのȟǠにɒ\YƑľf ȩU�©¤}© �
|�ルコ©トロ%ルyǞȀTる·Ř（以È �� ·Ř）にɯɟy`t ŚȆ"ƅĪyȈるO``
Tる! 
 
)3*ôɈţļ 
"Ɉģăにおける搬送ǔƍ患者f ǰē急ɉfȭƓが¯ǲRY患者_Bる 
"�� ĉüÑȓǲ救命⼠がůś_Iる救急救命処置f以Èの 1 ļɕ_Bる!（�01�10�10 ŦǸ） 
"ȭ½救命⼠`Ɍï救命⼠がůś_Iる救急救命処置Ȥ²fȅS`Tる! 
"プロトコルyǲnY（3）Gs（3:）の救急救命処置f CUvo·ŘのɀãǵŚŨÈ_ů
ś_Iるが 搬送Ǻǩに患者のȭƓがȻÉRYYnに⾏う処置に]C^f ·ŘjのɁĿがȩɞ
_Bる! 
"（9）&（3:）の処置f 搬送ǩ患者のȭƓȻÉにǔR^ůśがȩɞ`bる処置_BるYn 
�� ·ŘにɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
"ĩƑɉf患者搬送ǩのűȎäȄにおC^ 患者の·ßǵìɠのȟǠにɒ\YƑľf ȩU��
·Řjɯɟy`t ŚȆ"ƅĪyďL! 
"ƈŤ ƪƚÏ őȰƞÏɪ¸の患者搬送f ·ŘǿƐyĨǇ`R 救命⼠ǝȌ_fƈŤ ƪƚ
Ï őȰƞÏɪ¸の処置fůś_IbC! 
 
)4*�� ĉüÑȓǲ救命⼠がůś_Iる救急救命処置 
 �� ĉüÑȓǲ救命⼠がůś_Iる救急救命処置y以Èの 1 ļɕ_Bる!ɈģăのŠĦ¿ɝ
öïǩf 1 ļɕ以外の救急救命処置fůś_IbC! 
（3）ȩɞbǓ±のµť ¯ƭのµť ȾÆ 
（4）ǓÆ"ɋț"Ĭÿƣ"³ŬƓǗ"òƔのíŐ 
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（5）�ル���� %�%にrるĠǩŒƺɅɲǽのǉǲ 
（6）ĠĜのŔɝにrるĠのǉǲ 
（7）ǬƜóのŔɝにrるĬÿÇのǬŲ 

（8）ƖǹĜのŔɝにrるƖțƣのíŐþhƖǹơǷ送 
（9）ȜŝĠ 
（:）ŀƲのĭǲ 
（;）ȉǲŌǛɧɄěǎǩのƇȭ者の処置のµť  
（32）ĳĺȎのÿ¼ 
（33）ŒƺÿȒóにrるŒƺǾɛ)Ǫ5* 

（34）�}�¥��þhȘȱǜǒɄにrる´ȷのƆą 
（35）ɹŗ"ÿ¼óにrるºȃ"ƫɖƏȱの´ȷのƆą 
（36）ɝųɄにrるøȇÞȾ 
（37）ĬøƢIŁlɄにrるƞĶĬÿ 
（38）čŀȜ 
（39）������にrるƞĶĬÿ 
（3:）ŪȄǓ外ūƆňȄóにrるƆňȄ 
 
)5*搬送ǩのżȊbȭƓȻÉɉfē急ţǗjのǔÄ 
"Əù3:ļɕの救急救命処置のう[ （3）&（33）の救急救命処置f ǰē急ɉfȭƓが¯
ǲRY患者におC^oůśTる処置_Bるが （34）&（3:）の救急救命処置f 搬送ǩの急
Ȼ患者にǔTる処置_Bる! 
"Ż\^ （34）&（3:）の救急救命処置がȩɞbƓČfē急ţǗ_Bるの_ 以Èの+搬送
ǩのżȊbȭƓȻÉɉfē急ţǗjのǔÄųƁ,にŻ\^⾏ȄTる! 
1搬送ǩのżȊbȭƓȻÉɉfē急ţǗjのǔÄ 
  ɼē急ţǗ_BるYn Ɍï救急űにrる搬送におC^f ǭ[に消防救急űyɞƬR  
  ȅŦに �� ·Řj急ȻyɁĿR ŚŨ"ŚȆ"ƅĪにŻう! 
  ɽē急ţǗ_BるYn ǭ[に�� ·Řj急ȻyɁĿR 搬送ųǡyñnŚŨ"ŚȆ"ƅĪ 
  にŻう!消防救急űɉfȭ½救急űf ē急ǂ⾏にrる搬送y⾏う! 
  ɾ���%�%¿ɝ����がƦȧQv^CるǤ¸_f ���%�%ɞƬyĹɣTる! 
  ɿ救急救命⼠f患者のíŐþh救救命処置にǼn �� ·Řjのɯɟȁに]C^ ¿Ƿų  ̀
  ɗâȸǞy⾏う! 
  ʀÎǍがȅƐR^CるƑľf ȭƓの急Ȼ`救急救命処置のȩɞƤyƴɑTる! 
 
)6*Ü救急救命処置プロトコ%ル`Ǫ³Ǹ 
"消防機関以外の救急救命⼠がůś_Iる（3）&（3:）の救急救命処置に]C^ Ǫ³Ǹy
ĖǓǵにùŉRY! 
"ǔÄにɒうƑľf 搬送ħ·Ř ɉf �� ·ŘjɯɟR ŚȆ"ƅĪyďL! 
 
（3）ȩɞbǓ±のµť ¯ƭのµť ȾÆ 
"搬送ǩのǓ±ȁに]C^ 搬送ħGsĖǓǵbŚŨがBるƑľf WvにŻう! 
"搬送Ǔ±ȁ_ȟǠにɒうƑľf �� ·ŘのŚȆ"ƅĪyďL! 
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（4）ǓÆ"ɋț"Ĭÿƣ"³ŬƓǗ"òƔのíŐ 

ɼǓÆ"ɋțのǉǲ 
"ǓÆ ɋțǉǲに]C^f患者にƱƕTるYn 処置Ȏɜy患者ɈƞɉfÎǍjƴɑR ȅ³ 
yȈる!ǉǲğÐf搬送ùɱjùɱTる! 
"ǓÆǉǲf ũūǓÆĜɉfɸɷǓÆĜにrtǉǲTる!ǉǲにŔɝRYǓÆĜf Wのǻǽ 
消ȋy⾏C ƨĞȾìTる! 
"搬送×ŖŦǸ_ �/以ƏのȝȔがBるƑľf 搬送ǩにņǽǓÆǉǲy⾏う! 
"ɋțǉǲfɶŀȄɋのɋƕǣにrtǉǲTる! 
"ƋƓがbCƑľ_o ȯƦɋyȓnるƑľf�� ·ŘjɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
"ɋțƣ 1�0 Ó�ȸ以ƏのƑľf ·ŘjɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
ɽ³ŬのíŐ 
"³ŬƓǗf��� _ȬËTる! 
"ȓǣƋȁにrt 搬送×ŖŦǸ_���3&5の³ŬƎÚがBるƑľf 搬送ħの·ŘGs³Ŭ 
§�ルが¯ǲR^CるO`yÞȓRYĮに搬送Tる! 
"搬送×ŖŦǸ_³ŬƎÚがƝ⾏R^CるƑľf 搬送のǔƍ_fbC! 
"³Ŭ§�ルが急ǋに«ÉTるƑľf ǭ[に�� ·ŘjɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
 
（5）�ル���� %�%にrるĠǩŒƺɅɲǽのǉǲ 
"�ル���� %�%のǁǨf ĠǩŒƺȖǽǉǲのȩɞƤyƴɑR ȅ³yȈ^ůśTる! 
"�ル���� %�%のǁǨf Ĭÿóŭ患のəɎにGGxsU 搬送ǩのíŐļɕ`R^ů
ś_Iる! 
"�ル���� %�%にrるĠǩŒƺɅɲǽの¹ȣǵbǉǲŦö"Óƣf 搬送×ŖƷ 搬送
ǩ 搬送Įの5Ó`Tる! 
"ɚn搬送ħ·ŘGsŚŨQvYŒƺȖǽ_ŒƺǾɛRbがs搬送Tる患者にǔR^f ȭƓȻ
ÉがbCƑľ_o �ル���� %�%yǁǨR ŒƺɅɲǽyǉǲTる! 
"Ĭÿóŭ患のõÃɭɉf搬送ǩにȝƩRYĬÿóƋƓ_ ĠǩŒƺɅɲǽのǉǲがȩɞ`ȟǠ
RYƑľf �ル���� %�%yǁǨR ǉǲğÐy�� ·ŘjɁĿTる! 
"�ル���� %�%にrるĠǩŒƺɅɲǽǉǲğÐが �	0以ÈのƑľf �� ·ŘjɁĿ
R ŚȆ"ƅĪyďL! 
"ŒƺǾɛóĖ（Ȩĺ��¢%§ �~}����）のŲt®C ǁǨɃɄyŹžTる! 
"Œƺ�©�のŲt®CɃɄ（Ƴ置"Ʊǎ"ɡɩĜƿŎ）yŹžTる! 
"搬送業務×ŖƷに ŒƺĈĄǁ置がƧƒにŎȄTるO` ŒƺœɩȁyÞȓTる! 
 
（6）ĠĜのŔɝにrるĠのǉǲ 
"ɈƞjƴɑR ȅ³yȈ^ůśTる! 
"õÃɭにĽĠがBるƑľf Ġǉǲy⾏\^rC! 
"ƋƓのəɎにGGExsU ŵŽöĠ���0���� kYfÝǫöĠ�1�0���� のĽĠ
Ƌfē急ǽƯ_BるYn �� ·ŘjɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
"搬送×ŖŦにƧƒȤ²のĠが 搬送Ǻǩ_ȻȄTるƑľf �� ·ŘjǉǲğÐyɁĿR 
ŚȆ"ƅĪyďL! 
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（7）ǬƜóのŔɝにrるĬÿÇのǬŲ 
"ɈƞjƴɑR ȅ³yȈ^ůśTる! 
"搬送×ŖŦǸにbG\YĬÿóƋƓのſĩ ĬÿĕのƽE �ル���� %�%ǉǲǢのǰ
ÈyȓnるƑľf ǬƜy⾏う! 
"¶ȳyǚIK×ɂTるO`bKǬƜTるba プ¤}��%にȚɣTる! 
"ɥǆのĬÿÇyǬŲR ĬÿÇのń¾Ņ ĬÿƣǄÌ ɴɓȁyȓnるƑľf ǭ[に�� ·
ŘにɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
 
（8）ƖǹĜのŔɝにrるƖțƣのíŐ 
"ɈƞjƴɑR ȅ³yȈ^ůśTる! 
"ƖǹơĜがűŉQv^CるƑľにf ƖǹĜにrるƖțƣのíŐy⾏\^orC! 
"ȭɭ_ȯƦɋŧɧǩɉfķȯƦɋɘȳɝǩの患者_f 搬送ǩのƖǹơǁǨyĹɣTる! 
1ē急ŦのǔÄ 
"čǯのƽE Ɩǹơ´ƒ ȯƦɋのſĩȁyȓnるƑľf �� ·ŘjţǗの急ȻyɁĿR 
ŚŨ"ŚȆ"ƅĪにŻう!ƓČにÄS^ 消防救急űyɞƬTる! 
"Ơǋb���%�%ſȄ����がƦȧQv^CるǤ¸_f ���%�%ſȄyĹɣTる! 
"救急救命⼠f患者のíŐ"処置にǼn �� ·Řjのɯɟf¿Ƿų`ɗâȸǞy⾏う! 
 
（9）ȜŝĠ 
"ȜŝĠのȩɞƤyɈƞ ÎǍにƴɑR ȅ³yȈ^ůśTる 
"ȜŝĠのȩɞbȭǗy �� ·ŘにɁĿTる!YZR ɁĿにŦïyɞR^ŝĠ処置がǦvる
O`がbCrうにTる! 
"ƨĞb�%�ȁyɝC ſĠȱ±yǭƱȜŝĠTる! 
"ŝĠȱ±のíŐƄĥ ȜŝĠのĲÐに]C^ ņǽ �� ·ŘjɁĿTる! 
"¹ǲŦïȜのĮ ȜyÒƆR^ŝĠQv^CるGaうGyÞȓTる! 
"ɑsGにŝĠがȈsv^CbCƑľfǶú�%�ȁyıéRȜyěǎTる! 
"ſĠĨ» ȜŝĠĲÐに]C^ 搬送ùɱȫにƌňyùɱTる! 
 
（:）ŀƲのĭǲ 
"搬送ǩの外ƇにȞうɑsGbŀƲにǔR^f ĭǲ処置y⾏う! 
"ŀƲȱ±の¯ǲÉyơるYnĭǲ処置_BるO`y Ɉƞ ÎǍにƴɑRȅ³yȈる! 
"ŀƲȁがûxvるƓČyƴɑR ĭǲのȩɞƤ 処置ȁに]C^ �� ·ŘjŚȆ"ƅĪyďL! 
"ĭǲがæɤRYs ņǽ �� ·ŘにɁĿTる! 
"ŀƲがBる`řxvるȱ±に�%�ȁyB^ ɀǕȁ_ĭǲTる!ɎɠにƦȲVU 患者が 
ǯがsbC±置_ĭǲTる! 
"ʄǯがĝRK ŀƲȱ±ĭǲがŃȏbƑľf �� ·ŘjɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
"搬送ŦǸ_ɑsGbŀƲがȟɑR^CるƑľf �� ·ŘjɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
"搬送ħの·ŘがŀƲのĭǲyǭƱ⾏C ȭƓが¯ǲR^CるƑľf�� ·ŘjɯɟR 搬送Í
ȥに]C^ŚȆ"ƅĪyďJ 搬送ćÍyȈYƏ_ 搬送TるƑľがBる! 
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（;）ȉǲŌǛɧɄěǎǩ患者の処置のµť 

"ȉǲŌǛɧɄěǎǩの患者jの処置f 搬送ħの·Řrt搬送ǩの処置 íŐȁに関TるŚŨ
yŴけ WのŜy �� ·ŘにoɁĿR 処置ȎɜyäȄùɱȫにùɱTる! 
"搬送ǺǩにȭƓȻÉがBvg Wのǻǽ �� ·ŘjɯɟR ŚȆ"ƅĪyďL! 
 
（32）ĳĺȎのÿ¼ 
"ĳĺȎÿ¼ůśのȩɞƤy Ɉƞ ÎǍにƴɑR^ȅ³yȈ^ůśTる! 
"ĳĺȎÿ¼のůśǔƍyīǲR ȩɞŦ以外fůśRbC! 
"ĳĺȎÿ¼ůśのɕ¯f �ル���� %�%ǉǲǢのǰÈ（�	0以Èがɕ¯）がȓnsv
るƑľ_Bる! 
"ºȃ�ロ�ロÇbaĳĺȎȸȦȷがûxvるƑľf įɵyûう! 
"ĳĺȎÿ¼ůśにŊR^f ȩɞにÄS^�� ·ŘjɁĿR ŚȆ"ƅĪyďL! 
"Ǒnのÿ¼ìyĳĺȎにªİǵにƾȒR �¢%�Ƶǟが¹ǲの±置にɢksbCrうにǪ³
Rbがs ÿ¼y⾏う! 
 
1ē急ŦǔÄ 
"Əù処置_o�ル���� %�%ǉǲǢのǰÈがěǎTるƑľf ē急ţǗ_BるYn ��
·ŘjţǗの急ȻyɁĿR ŚŨ"ŚȆ"ƅĪにŻう! 
"ȩɞにÄS^ 消防救急űyɞƬTる! 
"救命⼠f患者のíŐ"処置にǼn �� ·Řjのɯɟf¿Ƿųが⾏うba ɗâȸǞy⾏う! 
 
（33）ŒƺÿȒóにrるŒƺǾɛ 
"搬送×ŖŦǸ_ ɚnŒƺがǾɛQv^Cる患者搬送_f 搬送ħの·ŘのŻ\YŒƺǾɛɩ
yÞȓTる! 
"搬送×ŖŦǸ_ ŚǲのŒƺǾɛɩ_ɕȪの�ル���� %�%ǢyÞȓR^おK! 
"搬送ħの·ŘのŚŨ_BるO`y Ɉƞ ÎǍjƴɑR^ȅ³yȈる! 
（搬送ǩのŒƺǾɛ） 
"搬送ǩ患者のȭǗȻÉにrt �ル���� %�%のɕȪǢ以ÈのǰŒƺƓǗ（�	0以Èが
ɕ¯）がûxvYƑľにf �� ·ŘjţǗyɁĿR ŚŨ"ŚȆ"ƅĪにŻう! 
"ŒƺǾɛが�� ·ŘのŚŨ_BるO`y Ɉƞ ÎǍjƴɑR^ȅ³yȈる! 
"Œƺ�©�`��¢%§ ���`のƧRCƱǎ`ŒƺɡɩyÞȓTる! 
 
（34）�}�¥��þhȘȱǜǒɄにrる´ȷのƆą 
"急bÙIŁlp�£%��}©ba ´ȷにrるǧǈがûxvるƑľに⾏う! 
"-ÊGýktkRYG$.̀  ǧǈ_BるGaうGyƟd øȇ´ȷ`ȟǠRYƑľf-łGs
ƅけkT.`ƫyGけǦǘbK処置にȒる!ƴɑにŦïyGけ処置がǦvbCrうǪ³Tる! 
"Șǩのƙzǩ（ń¾のĤĸŀのï）yɫĊKųƉ_ǜǒTる!ɉf患者のȘĮにÓt ȼɃの
ų_¬tOiRyŎt WのƛŚyƇȭ者のjWのƏɃ_lXお[rtźȸÈɃの±置にB^る!
oうȼɃのų_¬tOiRy¬t TgpKųƷƏɃにȜTるrうにȍIƏNる! 
"ǧǈがÒƆQvるk_（ɳが_Iるrうにbるk_） ɉf患者の³ŬがbKbるk_ǎける! 
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1ē急ŦǔÄ 
"Əù処置_ǧǈがěǎTるƑľf ē急ţǗ_BるYn ǭ[に消防救急űyɞƬTる! 
"�� ·ŘjţǗの急ȻyɁĿR ŚŨ"ŚȆ"ƅĪにŻう! 
"救命⼠f患者のíŐ"処置にǼn �� ·Řjのɯɟf¿Ƿų`ɗâȸǞy⾏う! 
"ÎǍがȅƐR^CるƑľf ȭǗȻÉ`処置のȩɞƤyƴɑTる! 
 
（35）ɹŗ"ÿ¼óにrるºȃ"ƫɖƏȱの´ȷのƆą 
（34）の処置_éøのÕƸがȈsbCƑľf ɹŗ"ÿ¼óyɝC^´ȷƆąy⾏う! 
"ɹŗ"ÿ¼óにrる´ȷのƆąy⾏うŊf �� ·ŘjɯɟR ŚȆ"ƅĪyŴける! 
"消防救急űȂǨk_のïf 10 ʂ�ȸのŒƺǾɛy⾏Cbがs´ȷƆąyŠlる! 
"ĳĺrtQsにÂに´ȷがǏŌTるƑľ ÞůbíŐのYnにfĴȃĎがȩɞ_Bる!  
1ĴȃĎŔɝŦのǪ³Ǹ 
"患者の³ŬがBるƑľf ×ĳjのĉɫがȈsvbCƑľがBるYn øȇ´ȷのƆąがȩɞ
_BるO`yɈƞÎǍjƴɑR ĉɫyȈる! 
"ŒƺǾɛのl_ŒƺÉがɨĵ（�����	�以Əがɕ¯）_BるƑľf 救急ǙのȂǨyǖ]! 
"����ǰÈにrt³ŬがǰÈTるƑľf ĴȃĎにrるíŐy⾏C ́ ȷがĨ»_ƫɖがÞȓ_
Ibけvg ´ȷƆąy⾏う!   
"´ȷがĭĚのƑľf ɹŗ ɺŗȁyɝC^ƆąR ´ȷĚƓがɡȄȷのƑľf ǑC�¢%
�にrるÿ¼_ƆąTる! 
"��%ルɹŗføìƾìɝのóÖ_fBるが ´ȷƆąにoəɝ_Bる!  
"´ȷyĊKċm`ÔvるO`がBるYn ɹŗにrるǴſ`ÿ¼`ƻlľxVるƑľがBる! 
 
（36）ɝųɄにrるøȇÞȾ 
"ŪȝĬÿがBvg ɝųɄにrるøȇÞȾのl_ əĲbéøyȈsvるƑľがBる! 
"³ŬƎÚがBるƑľf ŪȝĬÿ（ĬÿĒの¿Ȅ）がB\^oəĲbéø_bCO`がBるY
n ɝųɄにrるøȇÞȾy⾏C øȇȺŇyɚ防Tる!   
"（ÈáĆƏɄ）ɝų_áyĭǲR ÈáのŢɮがƏáのŢɮrtƷにſるrうに BPƵyť
[ƏNる!  
"（ȃȱĮĘáƵĆƏɄ）ȃǆのųyàにȀ^ Ǌǉのų_áyť[ƏNbがs ȃyĮwにW
sVる!YZR ɻǮǐƇがĹEsvるƑľにf ȃȱĮĘf⾏xbC! 
 
（37）ĬøƢIŁlɄにrるƞĶĬÿ 
"ĬÿƓǗに´ƒyȓnYƑľf Ɩǹơ¡��% �ル���� %�%yǁǨTる! 
"ĬøƢIŁlɄf ĬÿǱŝ患者にǔRĲÐǵ_Bる! 
"ĬøƢIŁlɄにrるƞĶĬÿf øȇÞȾȇĖyȩɞ`RbCYn ē急ŦにəĲbéøɃ
Ʉ_Bる!YZR ĬøƢIŁlɄにrるƞĶĬÿfèƶ¥��yȞうO`Gs ��� がƀȧ
Qv^CるƑľf ��� にrるéøy⾏う! 
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"（ĬøƢIŁlɃɄ）øȇyÞȾRYkk àにȀ^YųのƛŚ`ƞŅŚ_Ƈȭ者のȨy]k
m!ĳyǚIKBけ^Ƈȭ者のĳyȵC ėøがɰvbCrうにR^ ǈyq\Kt`4ÓƢI
Łm! 
 
（38）čŀȜ 
"搬送患者ƱƕŦǸ_搬送ǩのƖșǱŝがɚǉ_Iる患者f 搬送ǔƍ_fbC!消防救急űy 
ɞƬTる`ȅŦに 搬送ħの·Řɉf �� ·ŘjɁĿR ŚŨ"ŚȆ"ƅĪyďL! 

"搬送ǺǩのȭƓȻÉにrt ɚǉ外のƖșǱŝにŞ\YƑľf ƼƩ�}�¤}©にÁ\^ǔ
ÄTる! 
"ǭ[に消防救急űyɞƬR �� ·ŘjţǗの急ȻyɁĿR ŚŨ"ŚȆ"ƅĪにŻう! 
"Ơǋb���%�%ſȄ����がƦȧQv^CるǤ¸_f ���%�%ɞƬyĹɣTる! 
"救命⼠f患者のíŐ"処置にǼn �� ·Řjのɯɟf¿Ƿų`ɗâȸǞy⾏う! 
"ÎǍがȅƐR^CるƑľf čŀ×ŖĮにȭǗȻÉ 処置のȩɞƤyƴɑTる! 
 
（39）������（���）にrるƞĶĬÿ 

"搬送患者ƱƕŦǸ_ ��� にrるƞĶĬÿyɞTるƋɬf 搬送ǔƍ_fbC!消防救急űy
ɞƬTる`ȅŦに 搬送ħの·Řɉf �� ·ŘjɁĿR ŚŨ"ŚȆ"ƅĪyďL! 

�搬送ǺǩのȭƓȻÉにrt ��� にrるȿƅéøがȩɞ`b\YƑľf YZ[に �� ·Řj
ɯɟRȭƓのɁĿy⾏\Yの[に ŚŨ"ŚȆ"ƅĪyďL!ȩɞŦにf 消防救急űのɞƬɉ
f���%�%yɞƬRƠǋbÄÀyĂnる! 
"消防救急ű ���%�%ȂǨk_のï Ĭÿìɠ`ȅŦに Ɩǹơ¡��%ëş Ġ @
A=4ǉǲȁのǶưbíŐy⾏う!ȉにɋțのíŐにfňƖのǪ³yȶCƖǅ機ȗǱŝにȧEる! 
"搬送Ƶがƣȸ以ȎのƑľf �� ·ŘjƅĪyĂn ŒƺǾɛ`��� éøy⾏Cbがsǀö
の搬送yĹɣTる! 
"ÄÀȂǨk_の��� にrるƞĶĬÿのȩɞƤに]C^ Ɉƞ ÎǍjƴɑRȅ³yȈる! 

���� にrるȿƅéø 
ɼƞĶĬÿf ĽȖǽŒƺǾɛÈ_⾏う（10 ʂ�ȸがɕ¯）! 
ɽ3Ó3Ȯ_čȱのĆƏがÞȓ_Iるǳǽのéøɩ_ůśTる!  
ɾƥƞf32Ó�ȸ�ƈŤ"ȑŤ"ƗƩŤf34Ó&42Ó�ȸがɕ¯_Bる!  
 
（1:）ŪȄǓ外ūƆňȄó（���）にrるƆňȄ 

"搬送患者ƱƕŦǸ_ ��� にrるƆňȄyɞTるƋɬf 搬送ǔƍ_fbC!ǭ[に消防救急
űyɞƬTる`ȅŦに 搬送ħの·Řɉf �� ·ŘjɁĿR ŚŨ"ƅĪ"ŚȆyďL! 

"搬送Ǻǩの患者のȭƓȻÉにrt ��� がȩɞ`b\YƑľf YZ[に �� ·ŘjɯɟR 
ŚŨ"ŚȆ"ƅĪyďL!ȩɞŦにf 消防救急űkYf���%�%yɞƬRÄÀyĂnる! 
"ÄÀȂǨk_の��� にrるƆňȄに]C^f 患者ɉfÎǍにƴɑRȅ³yEる! 
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���� yɝCYƆňȄ  
"搬送Ǻǩの急Ȼ_f 患者ȁ搬送űy¯ƹbƑƄにǱűQV ¿Ƿų`救急救命⼠の4ɏ_
��� にBYる!��� f Ǥ¸�� ĉüÑのプロトコ%ルにƀS^ůśTる! 
ɽ ��� ×ŖĮǭ[にƆňȄóのƀȧy⾏う!<>?が_IるZけǩǠRbC!  
ɽ���ǁǨのŊにfɥĤGsȴȱk_×ɂR ƆňȄが¯ƹG]əĲにůś_Iるrうȝê 
Ǔɔ �%� %�%のəɎ ɘŋ���ȁのəɎのÞȓ`ǔŏy⾏う! 
ɾǹđ���yǁǨR ƖǹơのŪȄÒƮɉfÞȓのƀȧがƦ\Ys čŀȜyǩǠRÒƮğÐy
ǖ]!ƆňȄǶÄ_Bvg Ŷ²の¯ƹyÞȓRYの[�£����©yÅT! 
ɿǹø�£��æɤĮf ���yǁǨRYkk��� yņ×Tる! 
ʀ��� GsŚŨがɡvYƑľf ŚŨにŻう! 
ʁƇȭ者がĢが\^ȄIſVg ƖșƼƩɄyǩŝRÓȲǓ±にR^Ǫ³ƘKíŐyǎける! 
ȠÄbけvgÄÀȂǨk_��� yętȽT! 
 

  ɇĔŷǤ¸ �� ĉüÑ患者搬送に係る救急救命士に関する検討委員会	
     -患者搬送業務における消防機関以外の救急救命⼠ɝ��¢{ル. 
               （ŎƥȐ#ȹƥ �0 ȕ10 ġ�1 Ȑ） 
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